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大　項　目 中　項　目 小　項　目
１． 人体の構成 Ａ． 細胞 ａ細胞の構造

①核
②細胞膜
③細胞小器官
④細胞骨格
ｂ細胞分裂と遺伝子

Ｂ． 組織 ａ上皮組織
①分類
②細胞間結合装置
③腺上皮
ｂ支持組織
①結合組織
②軟骨組織
③骨組織
ｃ筋組織
①骨格筋
②平滑筋
③心筋
ｄ神経組織
①神経細胞（ニューロン）
②神経膠細胞
③シナプス
④髄鞘
ｅ血液とリンパ

Ｃ． 受精と発生 ａ受精
ｂ卵割
ｃ着床
ｄ胚葉の形成
①外胚葉
②中胚葉
③内胚葉
ｅ胎盤
①絨毛と脱落膜
②羊膜
③臍帯

Ｄ． 人体の区分と方
向

ａ人体の区分
ｂ人体の切断面と方向

２． 骨格系 Ａ． 骨格系の概要 ａ骨の形状
ｂ骨の連結
ｃ関節の種類
ｄ骨の発生と成長

Ｂ． 脊柱 ａ脊柱の構成
①椎骨の基本形態
②椎骨の連結
③脊柱管

人体の構造と機能
Ⅰ　解　剖　学
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
④椎間孔
ｂ各部の椎骨
①頸椎
②胸椎
③腰椎
④仙骨
⑤尾骨
ｃ脊柱の弯曲

Ｃ． 胸郭 ａ胸郭の体表解剖
ｂ胸郭の構成
①胸骨
②肋骨
ｃ胸郭の全体像と運動

Ｄ． 上肢の骨格 ａ上肢の骨の体表解剖
ｂ上肢帯の骨
①鎖骨
②肩甲骨
ｃ自由上肢の骨
①上腕骨
②前腕の骨
③手の骨
ｄ上肢の関節
①胸鎖関節
②肩鎖関節
③肩関節
④肘関節
⑤橈骨・尺骨の連結
⑥橈骨手根関節
⑦手根骨同士の関節
⑧手根骨と中手骨との関節
⑨中手骨と基節骨との関節
⑩指の関節

Ｅ． 下肢の骨格 ａ下肢の骨の体表解剖
ｂ下肢帯の骨
①寛骨
②骨盤
ｃ自由下肢の骨
①大腿骨
②膝蓋骨
③下腿の骨
④足の骨
ｄ下肢の関節
①股関節
②膝関節
③脛骨・腓骨の連結
④距腿関節
⑤足根骨同士の関節
⑥足根骨と中足骨との関節
⑦中足骨と基節骨との関節
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
⑧指の関節
⑨足弓

F． 頭蓋骨 ａ頭蓋骨の構成
①脳頭蓋
②顔面頭蓋
ｂ脳頭蓋をつくる骨
①前頭骨
②頭頂骨
③後頭骨
④側頭骨
⑤蝶形骨
⑥篩骨
ｃ顔面頭蓋をつくる骨
①鼻骨・涙骨・頬骨
②上顎骨
③口蓋骨・下鼻甲介・鋤骨　
④下顎骨
⑤舌骨
ｄ顎関節

３． 筋系 A． 筋系の概要 ａ筋の付着
ｂ筋の形
ｃ筋の神経
ｄ筋の補助装置
ｅ筋の作用と運動

B． 体幹の筋 ａ胸部の筋
①浅胸筋
②深胸筋
③横隔膜
ｂ腹部の筋
①前腹筋
②側腹筋
③後腹筋
ｃ会陰の筋
ｄ背部の筋
①浅背筋
②深背筋
③後頭下筋
ｅ体幹の運動
ｆ体幹の主要な筋の体表解剖

C． 上肢の筋 ａ上肢帯の筋
ｂ上腕の筋
①上腕の屈筋群
②上腕の伸筋群
ｃ前腕の筋
①前腕の屈筋群
②前腕の伸筋群
ｄ手の筋（手内筋）
①母指球筋
②小指球筋
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
③中手筋
ｅ上肢の運動
①肩関節の運動
②肘関節の運動
③手の関節の運動
ｆ上肢の主要な筋の体表解剖

Ｄ． 下肢の筋 ａ下肢帯の筋
①外寛骨筋
②内寛骨筋
ｂ大腿の筋
①大腿の伸筋群
②大腿の屈筋群
③大腿の内転筋群
ｃ下腿の筋 
①下腿の伸筋群
②下腿の屈筋群
③下腿の腓骨筋群
ｄ足の筋
①足背筋
②母指球筋
③小指球筋
④中足筋
ｅ下肢の運動
①股関節の運動
②膝関節の運動
③足の関節の運動
ｆ下肢の主要な筋の体表解剖

Ｅ． 頭頸部の筋 ａ頭部の筋
①表情筋
②咀嚼筋
ｂ頸部の筋
①広頸筋
②胸鎖乳突筋
③舌骨上筋群
④舌骨下筋群
⑤斜角筋
⑥椎前筋
⑦項部の筋
ｃ頸部の主要な筋の体表解剖

４． 循環器系 Ａ． 血管系 ａ体循環と肺循環
ｂ血管の構造
①動脈
②静脈
③毛細血管

Ｂ． 心臓 ａ心臓の位置
ｂ心膜
ｃ心臓の壁
ｄ心房と心室  
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｅ心臓の弁
ｆ刺激伝導系

Ｃ． 動脈系 ａ肺循環の動脈系
ｂ体循環の動脈系
①上行大動脈とその枝
②大動脈弓とその技
③胸大動脈とその枝
④腹大動脈とその枝
⑤頭頸部の動脈
⑥上肢の動脈
⑦骨盤の動脈
⑧下肢の動脈

Ｄ． 静脈系 ａ肺循環の静脈系
ｂ体循環の静脈系
①上大静脈に注ぐ枝
②頭頸部の静脈
③上肢の静脈
④門脈系
⑤下大静脈に注ぐ枝
⑥骨盤の静脈
⑦下肢の静脈

Ｅ． 胎児循環 ａ経路
ｂ生後循環への切り替わり

Ｆ． リンパ系 ａリンパ系の概要
ｂ全身のリンパ本幹
ｃ胸管
ｄリンパ系の器官
①リンパ節
②脾臓
③胸腺
④扁桃と集合リンパ小節

５． 呼吸器系 Ａ． 鼻腔・副鼻腔 ａ鼻腔
①鼻道
②鼻粘膜
ｂ副鼻腔

Ｂ． 喉頭 ａ喉頭の構造
ｂ声帯

Ｃ． 気管と気管支 ａ気管と気管支の構造
Ｄ． 肺 ａ肺の構造

ｂ肺区域
ｃ肺胞
ｄ胸膜
ｅ縦隔

６． 消化器系 Ａ． 消化管の基本構
造

ａ粘膜
ｂ筋層
ｃ漿膜（外膜）

Ｂ． 口腔 ａ口蓋
①硬口蓋と軟口蓋
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
②口蓋扁桃
ｂ舌
①舌乳頭
②舌扁桃
③舌の筋
④舌の神経
ｃ歯
①歯の構造
②乳歯と永久歯
ｄ唾液腺

Ｃ． 咽頭 ａ咽頭の区分
ｂ耳管
ｃ扁桃

Ｄ． 食道 ａ構造
ｂ位置
ｃ生理的狭窄

Ｅ． 胃 ａ構造と区分
ｂ粘膜
ｃ胃間膜
ｄ血管

Ｆ． 小腸 ａ十二指腸
①構造と区分
②大十二指腸乳頭
③血管
ｂ空腸と回腸
①構造と区分
②腸間膜
③血管
ｃ小腸の組織構造と機能
①粘膜
②筋層
③集合リンパ小節

Ｇ． 大腸 ａ盲腸
①構造
②虫垂
③血管
ｂ結腸
①走行
②間膜
③外形的特徴
④血管
ｃ直腸と肛門
①区分と構造
②血管
ｄ大腸の組織構造と機能
①粘膜
②筋層

Ｈ． 肝臓 ａ位置と形
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｂ組織構造
①肝小葉
②ディッセ腔

Ｉ． 胆囊 ａ位置と形
ｂ胆路

Ｊ． 膵臓 ａ位置と形
ｂ組織構造
ｃ膵管

Ｋ． 腹膜 ａ腹膜の基本構造
ｂ小網
ｃ大網
ｄ腹膜内臓器と腹膜後臓器

７． 泌尿器系 Ａ． 腎臓 ａ位置
ｂ構造
①肉眼構造
②組織構造
ｃ血管

Ｂ． 尿路 ａ尿管
①構造
②生理的狭窄
ｂ膀胱
①構造
②括約筋
ｃ尿道
①男性の尿道
②女性の尿道

８． 生殖器系 Ａ． 男性生殖器 ａ精巣
①位置と構造
②精細管と精子産生
③精巣下降
ｂ精路
①精巣上体
②精管
③付属腺
ｃ外生殖器（外陰部）
①陰茎
②陰囊
ｄ精液

Ｂ． 女性生殖器 ａ卵巣
①位置と構造
②卵胞
③黄体・白体
ｂ卵管
ｃ子宮
①位置と構造
②子宮広間膜
③子宮壁の構造
ｄ腟
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｅ外生殖器（外陰部）
①小陰唇と陰核  
②腟前庭

９． 内分泌系 Ａ． 下垂体 ａ腺性下垂体
①前葉
②中間部
ｂ神経性下垂体

Ｂ． 松果体 ａ位置
ｂメラトニン

Ｃ． 甲状腺 ａ位置と形
ｂ甲状腺ホルモン（サイロキシン）
ｃカルシトニン

Ｄ． 上皮小体 ａ位置と数
ｂパラソルモン

Ｅ． 副腎 ａ副腎皮質
ｂ副腎髄質

Ｆ． 膵臓 ａ膵島（ランゲルハンス島）
①インスリン
②グルカゴン

Ｇ． 性腺 ａ精巣
ｂ卵巣

10． 神経系 Ａ． 神経系の構成 ａ灰白質と白質
ｂ神経興奮伝達の方向性

Ｂ． 中枢神経系 ａ脊髄
①脊髄の区分
②脊髄の内部構造
ｂ延髄
ｃ橋
ｄ中脳
ｅ小脳
ｆ間脳
①視床
②視床下部
ｇ大脳
①大脳皮質
②大脳基底核
③大脳の白質
ｈ脳室系
ｉ髄膜
①硬膜
②クモ膜
③軟膜
ｊ脳脊髄液
ｋ脳の血管
ｌ伝導路
①反射路
②下行性伝導路
③上行性伝導路
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
④視覚伝導路
⑤平衡および聴覚伝導路
⑥味覚伝導路
⑦嗅覚伝導路

Ｃ． 末梢神経系 ａ脳神経
ｂ脊髄神経
①脊髄神経の一般的構造
②デルマトーム（皮膚分節）
③頸神経
④腕神経叢
⑤胸神経
⑥腰神経
⑦腰神経叢
⑧仙骨神経
⑨仙骨神経叢
ｃ自律神経系
①交感神経系
②副交感神経系

11． 感覚器系 Ａ． 視覚器 ａ眼球
①線維膜
②血管膜
③網膜
④眼底
⑤眼房と眼房水
⑥水晶体と硝子体
ｂ眼球の付属器
①眼瞼（まぶた）
②涙器
③外眼筋

Ｂ． 平衡聴覚器 ａ外耳
①耳介
②外耳道
ｂ中耳
①鼓膜
②鼓室
③耳管
ｃ内耳
①蝸牛
②前庭
③半規管
ｄ音の伝達

Ｃ． 味覚器 ａ味蕾
Ｄ． 嗅覚器 ａ嗅上皮
Ｅ． 皮膚 ａ皮膚の構造

①表皮
②真皮
③皮下組織
ｂ皮膚の神経・血管

12　　あん摩マッサージ指圧師【専門基礎分野】

人

体

の

構

造

と

機

能

解　

剖　

学

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師



大　項　目 中　項　目 小　項　目
①神経
②血管
ｃ毛
ｄ爪
ｅ皮膚腺
①汗腺
②脂腺
③乳腺
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
１．生理学の基礎 Ａ． 生理機能の特徴 ａ内部環境、ホメオスタシス

ｂ細胞、組織、器官、器官系、個体
Ｂ． 細胞の構造と働
き

ａ細胞膜
ｂ細胞質
ｃ核、DNA、RNA、蛋白質合成

Ｃ． 物質代謝 ａ同化と異化
ｂ解糖系と内呼吸

Ｄ． 体液の組成と働
き

ａ体液の区分
ｂpH
ｃ浸透圧
ｄ体液量

Ｅ． 物質移動 ａ拡散
ｂ浸透（半透膜）
ｃ能動輸送
ｄ食作用
ｅろ過

２．血　液 Ａ． 血液の組成とそ
の働き

ａ赤血球
ｂ白血球
ｃ血小板
ｄ血漿

Ｂ． 止血機構 ａ血小板血栓
ｂ血液凝固
ｃ線維素溶解（線溶）
ｄ凝固阻止物質

Ｃ． 血液型 ａABO式血液型
ｂRh  式血液型

３．循　環 Ａ． 心臓の構造と働
き

ａ心臓の構造
ｂ心筋の特性
ｃ刺激伝導系
ｄ心機能の調節
ｅ心電図

Ｂ． 血管系の構造と
働き

ａ体循環と肺循環
ｂ動脈と静脈、動脈血と静脈血
ｃ血管の構造と働き
ｄ脈拍
ｅ血流
ｆ毛細血管の循環
ｇ静脈還流

Ｃ． 血圧 ａ血圧の測定
ｂ最高血圧、最低血圧、脈圧
ｃ血圧に影響する因子

Ｄ． 循環調節 ａ循環中枢と反射性調節
ｂ高位中枢からの影響
ｃ特殊な部位の循環

人体の構造と機能
Ⅱ　生　理　学
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
Ｅ． リンパ系 ａリンパ

ｂリンパ系の機能
４．呼　吸 Ａ． 呼吸器系の構造

と働き
ａ外呼吸（肺呼吸）と内呼吸（組織呼吸）
ｂ気道、肺胞、胸郭の構造と働き

Ｂ． 換気とガス交換 ａ肺機能
ｂガス交換とガスの運搬

Ｃ． 呼吸運動と呼吸
調節

ａ吸息
ｂ呼息
ｃ胸腔内圧
ｄ呼吸中枢と反射性調節

５．消化と吸収 Ａ． 消化器系の構造
と働き

ａ消化管の構造と働き
ｂ各栄養素の消化と吸収

Ｂ． 消化と吸収 ａ口腔内の消化（咀嚼、嚥下）
ｂ胃内の消化及び調節
ｃ小腸内の消化と吸収及び調節
ｄ大腸内の消化と吸収及び調節
ｅ排便の仕組み

Ｃ． 肝臓 ａ物質代謝
ｂ胆汁の生成
ｃ解毒作用
ｄ血液凝固に関する働き
ｅ血液の貯蔵

６．代　謝 Ａ． 栄養素とエネル
ギー代謝

ａ栄養素
ｂエネルギー必要量と栄養所要量

Ｂ． 三大栄養素 ａ糖質
ｂ脂質
ｃ蛋白質

Ｃ． ビタミン、無機
質、水

ａビタミン
ｂ無機質
ｃ水

７．体　温 Ａ． 体温 ａ体温の部位差
ｂ生理的変動

Ｂ． 体熱の産生と放
熱

ａ熱産生
ｂ熱放散

Ｃ． 体温調節 ａ温度受容器と体温調節中枢
ｂ体温調節反応

８．排　泄 Ａ． 腎臓の働き ａ尿生成
ｂ腎循環
ｃ糸球体ろ過
ｄ尿細管の再吸収・分泌
ｅ尿の組成

Ｂ． 腎臓による体液
調節

ａ体液の pH調節
ｂ細胞外液浸透圧の調節
ｃ細胞外液量の調節

Ｃ． 蓄尿と排尿 ａ蓄尿
ｂ排尿

９．内分泌 Ａ． ホルモンの特徴 ａ一般的特徴
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｂ化学的性質
ｃ作用機序
ｄホルモン分泌の調節

Ｂ． ホルモンの種類
とその働き

ａ視床下部のホルモン
ｂ下垂体のホルモン
ｃ甲状腺のホルモン
ｄ副甲状腺のホルモン
ｅ膵臓のホルモン
ｆ副腎皮質のホルモン
ｇ副腎髄質のホルモン
ｈ精巣のホルモン
ｉ卵巣のホルモン
ｊその他のホルモン（消化管、腎臓、松果
体、心房）

10．生殖と成長 Ａ． 男性生殖器 ａ精子形成
ｂ性反射

Ｂ． 女性生殖器 ａ卵子形成
ｂ性周期（卵巣周期、月経周期）

Ｃ． 妊娠と出産 ａ受精、着床、妊娠
ｂ胎児の発育
ｃ分娩
ｄ乳汁分泌

Ｄ． 成長と老化 ａ身長・体重の経時的変化
ｂ身体各部位の成長、各器官の成長
ｃ細胞の寿命
ｄ生理的老化の特徴
ｅ身体機能の加齢変化

11．神　経 Ａ． ニューロンの構
造とその働き

ａニューロン
ｂ支持細胞

Ｂ． 神経の興奮伝導 ａ静止電位
ｂ活動電位
ｃ興奮の伝導

Ｃ． 興奮の伝達 ａシナプスの構造と働き
ｂシナプス伝達
ｃ神経伝達物質
ｄ受容体

Ｄ． 神経系の分類 ａ中枢神経系
ｂ末梢神経系

Ｅ． 反射 ａ反射弓
ｂ反射の種類と特徴

Ｆ． 脊髄 ａベル・マジャンディーの法則
ｂ脊髄反射
ｃ脊髄内の伝導路

Ｇ． 脳幹 ａ呼吸中枢
ｂ循環中枢
ｃ消化に関する中枢
ｄ排尿中枢
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｅ姿勢反射中枢
ｆ対光反射中枢

Ｈ． 小脳 ａ運動調節
ｂ姿勢制御

Ｉ． 視床 ａ感覚
ｂ意識
ｃ運動

Ｊ． 視床下部 ａ自律機能の統合
ｂ本能行動の中枢
ｃ情動行動の中枢

Ｋ． 大脳 ａ大脳基底核
ｂ大脳辺縁系
ｃ新皮質
ｄ学習・記憶
ｅ覚醒・睡眠
ｆ脳波

Ｌ． 脳脊髄液 ａ生成と循環
ｂ働き

Ｍ． 体性神経系 ａ脳神経
ｂ脊髄神経
ｃ皮膚分節と筋分節

Ｎ． 自律神経系 ａ交感神経系
ｂ副交感神経系
ｃ自律神経調節の特徴
ｄ内臓求心性神経
ｅ神経伝達物質と受容体
ｆ自律神経系の中枢

Ｏ． 自律神経の関与
する反射

ａ内臓－内臓反射
ｂ体性－内臓反射
ｃ内臓－体性反射

12．筋　肉 Ａ． 骨格筋の構造と
働き

ａ骨格筋の種類
ｂ骨格筋の作用
ｃ筋線維と筋原線維
ｄ筋の微細構造

Ｂ． 筋収縮の仕組み ａ興奮収縮連関
ｂ等尺性収縮と等張性収縮、求心性収縮と
遠心性収縮
ｃ単収縮と強縮
ｄ筋の疲労

Ｃ． 筋のエネルギー
供給

ａ筋収縮のエネルギー代謝
ｂ筋の熱発生

Ｄ． 心筋と平滑筋 ａ心筋
ｂ平滑筋

13．身体の運動 Ａ． 骨格筋の神経支
配

ａ運動単位
ｂα、γ運動ニューロン
ｃ神経筋接合部
ｄ筋紡錘と腱受容器
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
Ｂ． 運動の調節 ａ脊髄における調節

ｂ脳幹における調節
ｃ小脳による調節
ｄ大脳基底核による調節
ｅ大脳皮質による調節
ｆ錐体路系と錐体外路系

Ｃ． 発声と言語 ａ発声の仕組み
ｂ言語中枢

14．感　覚 Ａ． 感覚の一般的性
質

ａ感覚とその分類
ｂ感覚の一般的性質

Ｂ． 体性感覚 ａ皮膚感覚
ｂ深部感覚
ｃ体性感覚の伝導路

Ｃ． 内臓感覚 ａ臓器感覚
ｂ内臓痛覚

Ｄ．痛覚 ａ痛みの分類
ｂ内因性発痛物質
ｃ痛みによる反応
ｄ痛みの抑制系

Ｅ．味覚と嗅覚 ａ味覚の性質
ｂ味覚の受容器と伝導路
ｃ嗅覚の性質
ｄ嗅覚の受容器と伝導路

Ｆ．平衡感覚 ａ平衡感覚の性質
ｂ前庭器官と伝導路

Ｇ．聴覚 ａ聴覚の性質
ｂ聴覚の受容器と伝導路

Ｈ．視覚 ａ視覚の性質
ｂ視覚の受容器と伝導路

15．生体の防御機構 Ａ． 防御機構に働く
組織と因子

ａ抗原
ｂ自己、非自己
ｃ生体表面のバリア
ｄ白血球の働き
ｅ免疫系に働く液性因子
ｆリンパ系器官

Ｂ． 免疫反応の分類 ａ自然免疫と獲得免疫
ｂ液性免疫と細胞性免疫

Ｃ． 炎症とアレルギ
ー

ａ炎症
ｂアレルギー

16． ホメオスタシス
と生体リズム

Ａ． ホメオスタシス ａフィードバック調節系
ｂ血圧と血液量の調節
ｃ体液の電解質調節
ｄ血糖調節
ｅ体温調節

Ｂ． 生体リズム ａ概日リズム
ｂ自律神経・内分泌機能の日内リズム
ｃ日内リズムの変更と正常化
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｄその他のリズム
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
１．病理学の基礎 Ａ． 病理学の定義と

分類
ａ定義
ｂ分類

Ｂ． 疾病（疾患）の
定義と分類

ａ健康、疾病および半健康状態
ｂ 先天性疾患（遺伝性、非遺伝性）と後天
性疾患
ｃ局所性疾患と全身性疾患
ｄ器質的疾患と機能的疾患
ｅ急性疾患と慢性疾患
ｆ原発性、続発性、合併症
ｇ伝染性疾患（感染症）
ｈ小児疾患と老人性疾患（加齢）
ｉ特発性疾患

Ｃ． 病変と症状（症
候）

ａ種々の病変
ｂ種々の症状（自覚と他覚、直接と間接）

Ｄ． 疾病の経過 ａ潜伏期
ｂ前駆期
ｃ侵襲期（進行期）
ｄ極期
ｅ消退期
ｆ回復期

Ｅ． 予後及び転帰 ａ疾病の予後
ｂ疾病の転帰

２．病　因 Ａ． 病因の一般 ａ定義
ｂ分類
ｃ遺伝と環境
ｄ主因と副因

Ｂ． 内因 ａ一般素因（年齢、性、人種、臓器）
ｂ病的素因
ｃ遺伝子異常
ｄ染色体異常（常染色体異常、性染色体異
常）
ｅ内分泌異常（下垂体、甲状腺、副腎皮質、
副腎髄質、膵島）
ｆ免疫異常、アレルギー
ｇ心因性疾患（神経症、心身症、自律神経
失調症）

Ｃ． 外因 ａ栄養障害（蓄積症、飢餓、主なビタミン
欠乏症、ミネラル、水、酸素の不足）
ｂ物理的因子（機械的、温熱的、電気、気
圧、光線、放射線）
ｃ化学的因子（環境汚染物質、公害病、医
原病、薬害、タバコ、アルコール、薬物）
ｄ生物学的因子（病原微生物、寄生体、プ
リオン、日和見感染、菌交代現象）

疾病の成り立ち、予防及び回復の促進
Ⅰ　病　理　学　概　論
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
Ｄ． 発生発育とその
異常

ａ奇形の原因（常染色体異常、性染色体の
異常、感染症、放射線、化学物質、薬剤）
ｂ奇形成立の時期（臨界期）
ｃ奇形の種類

Ｅ． 多遺伝子疾患 ａ定義
Ｆ． 加齢・老化 ａ加齢現象と疾病

ｂ生活習慣病
Ｇ． 小児疾患 ａ特徴

３．細胞傷害と修復 Ａ． 萎縮 ａ定義
ｂ全身性萎縮〔飢餓、老人性、悪液質（癌
性）〕
ｃ局所萎縮（生理的、圧迫性、無為萎縮、
貧血性、神経原性、内分泌性）

Ｂ． 変性 ａ定義
ｂ種類とその主臓器と疾患名（蛋白質、グ
リコーゲン、脂肪、無機質、色素、痛風、
黄疸）
ｃ糖尿病と合併症
ｄ動脈硬化と合併症

Ｃ． 壊死と死 ａ壊死の定義
ｂ壊死の原因（化学物質、ウイルスを含む）
ｃ壊死の種類〔壊疽（乾性壊疽、湿性壊
疽）〕
ｄ転帰
ｅアポトーシス
ｆ死の定義（脳死、植物状態を含む）
ｇ死体現象

Ｄ． 肥大 ａ定義
ｂ原因的分類（機能亢進性、労働性、代償
性、内分泌性、偽肥大）

Ｅ． 増殖・異型増殖 ａ定義
Ｆ． 再生 ａ定義（完全再生、不完全再生、生理的再

生、病的再生）
ｂ再生の法則
ｃ人体組織の再生力の違いによる分類

Ｇ．  化生 ａ定義
ｂ原因
ｃ種類（扁平上皮化生、腸上皮化生、骨化
生、骨髄化生）
ｄ悪性腫瘍との関係

Ｈ． 異物処理 ａ排除
ｂ器質化
ｃ被包
ｄ分画

Ｉ． 創傷治癒 ａ第一次治癒、第二次治癒
ｂ肉芽組織、マトリックス
ｃ細胞－細胞関係（サイトカイン）

国家試験出題基準　2020年版　　21

疾
病
の
成
り
立
ち
、
予
防
及
び
回
復
の
促
進

病　
理　
学　
概　
論

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師



大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｄ細胞－マトリックス関係（遊走）
ｅ創傷治癒の経過
ｆ創傷治癒の合併症（瘢痕・収縮）
ｇ過剰線維化（硬化症・硬変：肺、肝、腎）
ｈ創傷治癒を妨げる因子

４．循環障害 Ａ． ヒトの循環系 ａ大循環
ｂ小循環
ｃ門脈循環
ｄ血管の二重支配
ｅリンパ液循環

Ｂ． 充血 ａ定義
ｂ原因
ｃ全身性と局所性
ｄ炎症性充血
ｅ徴候

Ｃ． うっ血 ａ定義
ｂ原因
ｃ全身性（心不全）と局所性
ｄ徴候
ｅ転帰

Ｄ． 虚血 ａ定義
ｂ原因
ｃ徴候
ｄ転帰

Ｅ． 出血 ａ定義（動脈性、静脈性、毛細血管性）
ｂ原因
ｃ出血性素質（素因）〔血管側と血液側、代
表的疾患〕
ｄ転帰

Ｆ． 血栓症 ａ定義
ｂ血栓の種類（動脈系、静脈系、DIC）
ｃ血栓形成の条件
ｄ転帰

Ｇ． 塞栓症 ａ定義
ｂ種類
ｃ栓子の種類
ｄ発生機序

Ｈ． 梗塞 ａ定義（終末動脈）
ｂ分類・好発臓器
ｃ症状
ｄ転帰

Ｉ． 側副循環 ａ定義
ｂ主な側副循環と症状

Ｊ． 浮腫（水腫） ａ定義
ｂ種類（全身性と局所性、腔水症、水腫と
浮腫）
ｃ生成機序（漏出液と滲出液）
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｄ原因的分類（うっ血性、心性、腎性、炎
症性、リンパ環流障害性）
ｅ徴候
ｆ転帰
ｇ脱水症・リンパ流出

Ｋ． 全身循環障害 
（高血圧、心不
全、ショック）

ａ高血圧、心不全およびショックの定義
ｂ高血圧、心不全およびショックの分類
ｃ高血圧、心不全およびショックの合併
症・続発性病変
ｄショック臓器と症状
ｅ多臓器不全

５．炎　症 Ａ． 炎症の一般 ａ概念（非特異的生体防衛反応、急性と慢
性、時間経過）

Ｂ． 炎症の原因 ａ傷害の種類
ｂ特殊な障害（院内感染、日和見感染、耐
性菌、アレルギー）

Ｃ． 炎症の経過 ａ炎症の時間的経過と組織像の移り変わ
り
ｂ転帰
ｃ慢性化とその因子

Ｄ． 炎症のメカニズ
ムと徴候

ａ炎症性病変（急性炎症の五大徴候）
ｂ炎症担当細胞
ｃ炎症のメディエーター（化学伝達物質）
ｄ細胞接着分子

Ｅ． 炎症の分類 ａ病変の特徴による分類とその実例 
〔非特異性炎、特異性炎（肉芽腫性炎）〕

Ｆ． 炎症の全身症状 ａ種類とその原因
６．免疫異常 Ａ． 免疫の基礎 ａ自然免疫と獲得免疫

ｂ抗原と抗体
ｃ免疫担当細胞
ｄ液性免疫（抗体の種類と役割、抗体産生
機序）
ｅ細胞性免疫（関係細胞とその役割）
ｆ免疫に関する臓器
ｇ能動免疫と受動免疫（ワクチンと血清療
法）

Ｂ． アレルギー反応
（免疫病）

ａ定義
ｂⅠ型アレルギー
ｃⅡ型アレルギー〔抗レセプター抗体反応
（Ⅴ型）を含む〕
ｄⅢ型アレルギー　
ｅⅣ型アレルギー
ｆ代表的疾患の概略

Ｃ． 免疫寛容と自己
免疫

ａ概念と発生機序
ｂ主な自己免疫疾患（膠原病）

Ｄ． 免疫不全 ａ概念と発生機序
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｂ主な免疫不全〔先天性と後天性（エイ
ズ）〕

Ｅ． 移植 ａ定義
ｂ種類と例（自家移植、同系移植、同種移
植、異種移植、骨髄移植の特殊性）
ｃ拒絶反応（移植免疫、HVG、GVH）

７．腫　瘍 Ａ． 腫瘍の一般 ａ定義（良性と悪性等）
ｂ形態学的特徴（腫瘍細胞の形態的特徴、
実質と間質の関係）
ｃ連続性発育〔膨張性発育、浸潤性発育
（進行度）、間質マトリックスとの関係、
腫瘍血管〕
ｄ転移（リンパ行性、血行性、播種、接触
転移）
ｅ増殖・進展・病期（早期癌、進行癌、末
期癌、前癌病変、上皮内癌、不顕性癌、
TNM分類）

Ｂ． 発癌理論 ａ発癌機序（発癌の多段階説）
ｂ癌遺伝子と癌抑制遺伝子
ｃ内因（遺伝的素因、ホルモン、免疫）
ｄ外因（化学発癌物質、物理的発癌因子、
腫瘍ウイルス、慢性炎症）

Ｃ． 腫瘍の分類 ａ良性腫瘍
ｂ悪性腫瘍
ｃ上皮性腫瘍
ｄ非上皮性腫瘍
ｅ混合腫瘍
ｆ奇形腫

Ｄ． 癌患者をめぐっ
て

ａ癌患者の全身症状（腫瘍免疫を含む）
ｂ腫瘍マーカー
ｃ予後因子（5年、10 年生存率）
ｄ癌の疫学
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
１． 症　候 Ａ．  全身の症候 ａ全身倦怠感

ｂ発熱
ｃやせ・肥満
ｄショック
ｅめまい
ｆ口渇
ｇ浮腫
ｈチアノーゼ

Ｂ． 皮膚・外表 ａ発疹
Ｃ． 感覚器 ａ嗅覚障害

ｂ味覚障害
ｃ視力低下
ｄ視野欠損
ｅ眼精疲労
ｆ難聴
ｇ耳鳴り

Ｄ． 呼吸器、心臓 ａ咳・痰
ｂ胸痛
ｃ呼吸困難
ｄ嗄声

Ｅ． 消化器 ａ腹痛
ｂ悪心・嘔吐
ｃ吐血・下血
ｄ便秘
ｅ下痢
ｆ嚥下困難

Ｆ． 血液、造血器、
免疫

ａ貧血
ｂ出血傾向
ｃ易感染性

Ｇ． 泌尿・生殖器 ａ尿量異常（無尿、乏尿、多尿）
ｂ排尿障害（頻尿、排尿痛）
ｃ月経異常
ｄ性器出血

Ｈ． 心理・精神機能 ａ睡眠障害
ｂ認知機能障害
ｃうつ状態
ｄ躁状態
ｅ幻覚妄想
ｆ不安障害

Ｉ． 神経、運動器 ａ片麻痺
ｂ失語・失認・失行
ｃ見当識障害
ｄ記憶障害
ｅ感覚障害
ｆ歩行障害

疾病の成り立ち、予防及び回復の促進
Ⅱ　臨　床　医　学　総　論
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｇ失神
ｈ頭痛
ｉ頸肩腕痛
ｊ肩こり
ｋ運動麻痺
ｌ不随意運動
ｍ腰下肢痛
ｎ関節痛（肩関節、膝関節）・関節腫脹

２． 診察法 Ａ． 概要  ａ診察の意義
ｂ一般的心得
ｃ関連用語の意義
①予後
②転帰
③自覚症状
④他覚所見
ｄ診察法の種類
①医療面接
②視診
③触診
④打診
⑤身体計測
⑥神経系の診察
ｅ診察の順序
①医療面接
②身体診察
ｆ診察の記録

Ｂ． 医療面接 ａ意義と方法
ｂカルテ記載項目
ｃPOS

Ｃ． 視診 ａ意義と方法
ｂ全身の観察
①顔貌・顔色
②精神状態
③言語
④体格・体型
⑤栄養
⑥姿勢
⑦歩行
⑧皮膚
⑨爪
⑩リンパ節
ｃ局所の観察
①頭頸部
②顔面部
③眼・鼻・耳
④口腔
⑤胸部
⑥腹部
⑦腰背部
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
⑧四肢

Ｄ． 打診 ａ意義と方法
ｂ種類
①清音
②濁音
③鼓音
ｃ胸部
ｄ腹部

Ｅ． 聴診 ａ意義と方法
ｂ種類
①呼吸音
②心音・心雑音
③腸雑音
④血管雑音

Ｆ． 触診 ａ意義と方法
ｂ肺
ｃ心臓
ｄ腹部
ｅ局所の観察
①皮膚・皮下組織
②筋肉
③骨・関節
④リンパ節

Ｇ． 身体計測 ａ意義と方法
ｂ全身の観察
①身長
②体重
③胸囲
④腹囲
⑤四肢長および周径

Ｈ． バイタルサイン
（生命徴候）

ａ脈拍
ｂ呼吸
ｃ体温
ｄ血圧

Ⅰ． 神経系の検査 ａ意義と方法
ｂ感覚検査
①表在感覚
②深部感覚
③複合感覚
ｃ反射検査
①表在反射
②深部反射　
③病的反射
④自律神経反射
ｄ脳神経機能検査
ｅ精神状態
ｆ高次脳機能検査
ｇ不随意運動
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｈ運動麻痺
ｉ運動失調
ｊ髄膜刺激症状
ｋ筋肉の異常
ｌ起立と歩行

Ｊ． 運動機能検査 ａ徒手による整形外科学的検査法
①頸部・胸部
②肩・上肢
③腰・下肢
④股関節
⑤膝関節

３． 臨床検査法 Ａ． 検体検査 ａ尿検査
①尿量
②比重
③色
④蛋白
⑤糖
⑥アセトン体
⑦ウロビリン体
⑧ビリルビン尿
⑨沈渣
ｂ糞便検査
①潜血反応
②寄生虫
ｃ血液検査
①赤血球
②ヘマトクリット
③白血球
④血小板
⑤血色素
⑥赤血球沈降速度
ｄ生化学検査
〔肝機能検査〕
①総蛋白
②アルブミン
③AST、ALT
④γ‒GT
⑤総ビリルビン

〔膵機能検査〕
①アミラーゼ
②膵リパーゼ

〔腎機能検査〕
①BUN
②クレアチニン
③尿酸

〔糖代謝関連検査〕
①空腹時血糖
②HbA1c
③ケトン体
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
〔脂質検査〕
①総コレステロール
②LDLコレステロール
③HDLコレステロール
④中性脂肪

〔炎症〕
①CRP

ｅ免疫学的検査
①RF
②抗核抗体
ｆ感染症検査
①溶連菌
②HIV
③肝炎ウイルス（A、B、C、D、E）
④ヘリコバクター・ピロリ
⑤クラミジア
⑥梅毒トレポネーマ
⑦結核・非結核性抗酸菌
ｇ腫瘍マーカー検査
①AFP
②CA19‒9
③CA125
④CEA
⑤PSA
⑥SCC
⑦CA15‒3

Ｂ． 生理学的検査 生理機能・画像検査
ａ心電図
ｂ筋電図
ｃ脳波
ｄ呼吸機能検査
ｅ画像診断
①超音波
②放射線
③内視鏡
④CT
⑤MRI
⑥PET
ｆサーモグラフィ

４． 治療法 Ａ． 概要 ａ意義と分類
ｂ種類
①原因療法
②対症療法
③特殊療法
④保存療法

Ｂ． 薬物療法 ａ概要
Ｃ． 食事療法 ａ概要
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
Ｄ． リハビリテーシ
ョン

ａ理学療法
ｂ作業療法
ｃ言語聴覚療法
ｄ物理療法

Ｅ． 救命処置 ａ一次救命処置（AED、止血法、気道異物
除去法、搬送法を含む。）
ｂ二次救命処置

５． 精神療法 Ａ． 患者の心理 ａ概要
ｂ神経症と心身症

Ｂ． カウンセリング ａ概要
Ｃ． 心理療法 ａ概要
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
１． 感染症 Ａ． 感染と病態 ａ感染経路

ｂ日和見感染
ｃ菌交代現象

Ｂ．  細菌感染症 ａ黄色ブドウ球菌感染症（MRSA含む）
ｂレンサ球菌感染症（猩紅熱を含む）
ｃ肺炎球菌感染症
ｄ細菌性食中毒
①サルモネラ症
②腸炎ビブリオ感染症
③腸管出血性大腸菌感染症
④細菌性赤痢
⑤カンピロバクター感染症
⑥ボツリヌス症
ｅ緑膿菌感染症
ｆレジオネラ症

Ｃ．  ウイルス感染症 ａインフルエンザ
ｂ流行性耳下腺炎
ｃ麻疹
ｄ風疹
ｅポリオ
ｆコクサッキーウイルス感染症
ｇアデノウイルス感染症
ｈ単純疱疹
ｉ水痘
ｊ帯状疱疹
ｋヒトT細胞白血病ウイルス（HTLV-1）
感染症
ｌ後天性免疫不全症候群（AIDS）
ｍウイルス肝炎
ｎヒトパピローマウイルス感染症
ｏノロウイルス感染症

Ｄ．  その他 ａ梅毒
ｂクラミジア感染症
①性器クラミジア感染症
ｃマイコプラズマ感染症
ｄ真菌感染症
①カンジダ症
②ニューモシスチス肺炎
ｅアニサキス症

２． 神経・筋疾患  Ａ．  脳血管疾患と頭
部外傷

ａ脳出血
ｂくも膜下出血
ｃ脳梗塞
①脳血栓
②脳塞栓
③ラクナ梗塞

疾病の成り立ち、予防及び回復の促進
Ⅲ　臨　床　医　学　各　論
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
④一過性脳虚血発作（TIA）
ｄ頭部外傷
①慢性硬膜下血腫

Ｂ．  感染性疾患 ａ髄膜炎
①細菌性髄膜炎
②ウイルス性髄膜炎
③真菌性髄膜炎
ｂ脳炎
ｃプリオン病

Ｃ．  脳・脊髄腫瘍 ａ脳腫瘍
①神経膠腫
②髄膜腫
③下垂体腺腫
④神経鞘腫
⑤転移性脳腫瘍
ｂ脊髄腫瘍

Ｄ．  変性疾患 ａパーキンソン病
ｂパーキンソン症候群（パーキンソニズ
ム）
ｃ脊髄小脳変性症
ｄ多系統萎縮症

Ｅ． 認知症 ａアルツハイマー病
ｂレビー小体型認知症
ｃ脳血管性認知症
ｄ前頭側頭型認知症
ｅ軽度認知障害（MCI）

Ｆ． 神経筋接合部疾
患・筋疾患

ａ重症筋無力症
ｂ進行性筋ジストロフィー
①デュシェンヌ型筋ジストロフィー
②ベッカー型筋ジストロフィー
③筋強直性ジストロフィー
ｃ多発性筋炎

Ｇ． 運動ニューロン
疾患

ａ筋萎縮性側索硬化症（ALS）

Ｈ． 脱髄性疾患 ａ多発性硬化症
Ｉ． 末梢神経疾患  ａ多発ニューロパチー（ギラン・バレー症

候群を含む）
ｂ末梢性顔面神経麻痺（ベル麻痺、ラムゼ
イ  ハント症候群）
ｃ眼瞼けいれん、片側顔面けいれん
ｄ絞扼性神経障害
①手根管症候群
②肩甲上神経絞扼障害
③橈骨神経絞扼障害
④肘部管症候群
⑤尺骨神経絞扼障害（ギオン管症候群）
⑥外側大腿皮神経絞扼障害
⑦坐骨神経絞扼障害
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
⑧総腓骨神経絞扼障害

Ｊ． 神経痛 ａ三叉神経痛
ｂ肋間神経痛
ｃ坐骨神経痛
ｄ後頭神経痛

Ｋ． 慢性頭痛 ａ緊張型頭痛
ｂ片頭痛
ｃ群発頭痛

Ｌ． てんかん ａ原因による分類
①症候性てんかん
②特発性てんかん
ｂ発作型による分類
①焦点発作（単純部分発作、複雑部分発
作）
②全般発作

３． 呼吸器・胸壁疾
患  

Ａ．  感染性肺疾患 ａ上気道炎（かぜ症候群を含む）
ｂ急性気管支炎
ｃ肺炎
①市中肺炎
②院内肺炎
ｄ肺結核
ｅ肺非結核性抗酸菌症

Ｂ．  気道閉塞性疾患 ａ慢性閉塞性肺疾患〈COPD〉（肺気腫、慢
性気管支炎）

Ｃ． アレルギー性疾
患

ａ気管支喘息、咳喘息

Ｄ． 全身疾患に伴う
肺病変

ａ膠原病肺

Ｅ． 間質性肺疾患 ａ特発性肺線維症
ｂ薬剤性肺障害
ｃ珪肺、アスベスト肺

Ｆ． 腫瘍性疾患 ａ肺癌
①腺癌
②扁平上皮癌
③小細胞癌
④大細胞癌
⑤転移性肺癌
ｂ胸膜中皮腫  
ｃ癌性胸膜炎

Ｇ． その他 ａ気管支拡張症
ｂ肺塞栓症
ｃ肺水腫
ｄ気胸、血胸
ｅ過換気症候群
ｆ睡眠時無呼吸症候群

４． 循環器疾患 Ａ．  不整脈 ａ頻脈性不整脈
①心房細動
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
②心房粗動
③発作性上室性頻拍
④心室頻拍
⑤心室細動
ｂ期外収縮
①上室性（心房性）期外収縮
②心室性期外収縮
ｃ徐脈性不整脈
①房室ブロック
②洞不全症候群

Ｂ． 心不全 ａ左心不全
ｂ右心不全

Ｃ． 先天性心疾患 ａ心房中隔欠損症
ｂ心室中隔欠損症
ｃファロー四徴症

Ｄ． 心臓弁膜症 ａ僧帽弁狭窄症
ｂ僧帽弁閉鎖不全症
ｃ大動脈弁狭窄症
ｄ大動脈弁閉鎖不全症

Ｅ． 心筋・心膜疾患 ａ特発性心筋症
①肥大型心筋症
②拡張型心筋症
ｂ心筋炎
ｃ心膜炎
ｄ心タンポナーデ

Ｆ． 虚血性心疾患 ａ急性冠症候群
①不安定狭心症
②急性心筋梗塞
③心臓突然死
ｂ慢性冠動脈疾患
①労作性狭心症
②冠攣縮性狭心症

Ｇ． 脈管疾患 ａ大動脈瘤
ｂ大動脈解離
ｃ閉塞性動脈硬化症（ASO）
ｄバージャー病（閉塞性血管血栓炎）
ｅ高安動脈炎（大動脈炎症候群）
ｆ下肢静脈瘤
ｇ血栓性静脈炎
ｈ深部静脈血栓症
ｉリンパ浮腫
ｊレイノー症候群

Ｈ． 血圧異常 ａ本態性高血圧
ｂ二次性高血圧
①腎実質性高血圧
②腎血管性高血圧
③内分泌性高血圧
ｃ低血圧症（起立性低血圧含む）
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｄショック

５． 消化器疾患  Ａ．  口腔疾患 ａアフタ性口内炎
ｂ歯周病

Ｂ．  食道疾患 ａ胃食道逆流症
ｂ食道癌
ｃ食道静脈瘤
ｄマロリーワイス症候群

Ｃ．  胃疾患 ａ胃炎
①急性胃粘膜病変
②慢性胃炎
ｂ胃・十二指腸潰瘍
ｃ胃癌
ｄ胃ポリープ
ｅ胃切除後症候群（ダンピング症候群）
ｆ機能性ディスペプシア（FD）
ｇ胃アニサキス症

Ｄ．  腸疾患 ａ感染性腸炎
ｂ過敏性腸症候群（IBS）
ｃ潰瘍性大腸炎
ｄクローン病
ｅ虫垂炎
ｆ腸閉塞（イレウス）
ｇ大腸癌
ｈ大腸ポリープ
ｉ大腸憩室
ｊ便秘症
ｋ痔核、痔瘻、裂肛
ｌ鼠径ヘルニア

Ｅ． 肝臓疾患 ａ急性肝炎
ｂ劇症肝炎
ｃ慢性肝炎
ｄ肝硬変、門脈圧亢進症
ｅ原発性肝癌（肝細胞癌、胆管細胞癌）
ｆ転移性肝癌
ｇ肝血管腫、肝囊胞
ｈアルコール性肝障害
ｉ非アルコール性脂肪性肝疾患
①非アルコール性脂肪肝
②非アルコール性脂肪肝炎
ｊ肝性脳症

Ｆ． 胆道疾患 ａ胆石症
ｂ胆囊炎
ｃ胆管炎
ｄ胆道癌（胆囊癌、胆管癌、乳頭部癌）
ｅ胆囊ポリープ

Ｇ． 膵臓疾患 ａ急性膵炎
ｂ慢性膵炎、膵石症
ｃ膵癌

国家試験出題基準　2020年版　　35

疾
病
の
成
り
立
ち
、
予
防
及
び
回
復
の
促
進

臨　
床　
医　
学　
各　
論

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師



大　項　目 中　項　目 小　項　目
６． 腎泌尿生殖器疾
患

Ａ．  糸球体疾患 ａ急性糸球体腎炎
ｂ慢性糸球体腎炎（IgA腎症を含む）
ｃ糖尿病性腎症
ｄネフローゼ症候群（一次性、二次性）

Ｂ．  腎不全  ａ急性腎不全、急性腎障害
ｂ慢性腎不全、慢性腎臓病（CKD）

Ｃ．  感染症  ａ腎盂腎炎
ｂ膀胱炎
ｃ尿道炎

Ｄ．  腫瘍性疾患  ａ腎細胞癌
ｂ膀胱癌

Ｅ． 結石症・尿路閉
塞疾患

ａ腎・尿路結石
ｂ水腎症

Ｆ． 排尿機能障害 ａ過活動膀胱
ｂ神経因性膀胱

Ｇ． 男性生殖器疾患 ａ前立腺肥大症
ｂ前立腺癌
ｃ前立腺炎
ｄ勃起障害（ED）

Ｈ． 女性生殖器疾患 ａ月経異常
ｂ子宮内膜症
ｃ子宮筋腫
ｄ子宮癌
①子宮頸癌
②子宮体癌
ｅ月経前症候群
ｆ更年期障害

７． 血液・造血器疾
患

Ａ．  赤血球疾患 ａ鉄欠乏性貧血
ｂ巨赤芽球性貧血（悪性貧血）  
ｃ溶血性貧血
ｄ再生不良性貧血

Ｂ．  白血球疾患 ａ急性白血病
①急性骨髄性白血病
②急性リンパ性白血病
ｂ慢性白血病
①慢性骨髄性白血病
②慢性リンパ性白血病
ｃ成人T細胞白血病
ｄ多発性骨髄腫

Ｃ．  リンパ網内系疾
患

ａ悪性リンパ腫
①ホジキンリンパ腫
②非ホジキンリンパ腫

Ｄ．  出血性素因 ａ紫斑病
ｂ血友病
ｃ播種性血管内凝固症候群（DIC）

８． 代謝・栄養疾患 Ａ．  糖代謝異常  ａ糖尿病
① 1型糖尿病
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
② 2型糖尿病
③糖尿病慢性合併症
④糖尿病性昏睡
ｂ低血糖症

Ｂ．  脂質代謝異常  ａ脂質異常症
ｂ肥満症
①原発性肥満（単純性肥満）
②二次性肥満（症候性肥満）

Ｃ．  尿酸代謝異常  ａ高尿酸血症    
ｂ痛風

Ｄ． 金属代謝異常 ａウィルソン病
ｂヘモクロマトーシス
ｃ亜鉛欠乏症

Ｅ． その他  ａビタミン欠乏症
ｂメタボリックシンドローム

９． 内分泌疾患 Ａ．  下垂体疾患 ａ下垂体腺腫
①高プロラクチン血症
②先端巨大症、下垂体性巨人症
③クッシング病
④非機能性下垂体腺腫（シモンズ病）
ｂ成長ホルモン分泌不全性低身長症  
ｃシーハン症候群
ｄ尿崩症

Ｂ．  甲状腺・副甲状
腺疾患

ａ甲状腺機能亢進症（バセドウ病を含む）
ｂ甲状腺機能低下症（粘液水腫・クレチン
症）
ｃ橋本病（慢性甲状腺炎）
ｄ甲状腺癌
ｅ副甲状腺機能亢進症
ｆ副甲状腺機能低下症

Ｃ．  副腎疾患 ａクッシング症候群
ｂアジソン病
ｃ原発性アルドステロン症
ｄ褐色細胞腫

Ｄ． 膵内分泌疾患 ａインスリノーマ
ｂグルカゴノーマ
ｃガストリノーマ

10． アレルギー・自
己免疫疾患

Ａ． アレルギー性疾
患

ａアナフィラキシーショック
ｂ薬物アレルギー
ｃ食物アレルギー
ｄアレルギー性結膜炎
ｅアレルギー性鼻炎、花粉症
ｆじんま疹
ｇアトピー性皮膚炎
ｈ気管支喘息

Ｂ．  膠原病と類縁疾
患

ａ全身性エリテマトーデス（SLE）
ｂ全身性硬化症（強皮症）
ｃ関節リウマチ（RA）
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｄベーチェット病
ｅシェーグレン症候群
ｆ多発性筋炎、皮膚筋炎
ｇ線維筋痛症
ｈ慢性疲労症候群

Ｃ． 免疫不全症 ａ先天性免疫不全
ｂ後天性免疫不全
①後天性免疫不全症候群（AIDS）
②医原性免疫不全症

11． 運動器疾患 Ａ．  関節疾患 ａ関節炎
ｂ肩関節周囲炎
ｃ変形性関節症
ｄ関節リウマチ
ｅ痛風、偽痛風
ｆペルテス病

Ｂ．  骨代謝性疾患 ａ骨粗鬆症
ｂくる病、骨軟化症

Ｃ．  骨腫瘍 ａ骨肉腫
ｂ転移性骨腫瘍

Ｄ．  筋・腱疾患  ａ腱鞘炎
ｂ筋炎・筋膜炎
ｃ腱板損傷

Ｅ． 形態異常 ａ発育性股関節形成不全  
ｂ斜頸
ｃ側弯症、後弯症
ｄ外反母趾
ｅ内反足

Ｆ． 脊椎疾患 ａ椎間板ヘルニア
ｂ後縦靱帯骨化症、黄色靱帯骨化症
ｃ脊椎分離すべり症
ｄ変性すべり症
ｅ変形性脊椎症
ｆ脊柱管狭窄症
ｇ腰痛症
ｈ頸椎捻挫、外傷性頸部症候群（むちうち
損傷）
ｉ脊髄症

Ｇ． 脊髄損傷 ａ脊髄損傷
Ｈ． 外傷  ａ骨折

①脊椎圧迫骨折
②大腿骨頸部骨折
③橈骨遠位端骨折
④上腕骨顆上骨折
ｂ脱臼
ｃ捻挫
ｄスポーツ外傷・障害

Ｉ． その他 ａ胸郭出口症候群（TOS）
ｂ頸腕症候群
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｃガングリオン
ｄロコモティブ症候群

12． 皮膚・頭頸部・
乳房疾患

Ａ．  皮膚疾患 ａ接触性皮膚炎
ｂアトピー性皮膚炎
ｃ熱傷
ｄ凍傷
ｅ膿瘍
ｆ蜂窩織炎
ｇ円形脱毛症

Ｂ．  眼疾患 ａ結膜炎
ｂ角膜炎
ｃぶどう膜炎
ｄドライアイ
ｅ白内障
ｆ緑内障
ｇ飛蚊症
ｈ加齢黄斑変性症
ｉ糖尿病性網膜症
ｊ網膜剥離
ｋ眼精疲労

Ｃ．  耳鼻咽喉疾患 ａメニエール病
ｂ中耳炎
ｃアレルギー性鼻炎  
ｄ突発性難聴
ｅ良性発作性頭位めまい症
ｆ前庭神経炎
ｇ耳管機能不全（耳管狭窄症、耳管開放症）
ｈ扁桃周囲炎
ｉ声帯ポリープ
ｊ咽頭癌
ｋ喉頭癌

Ｄ． 乳腺・乳房疾患 ａ乳腺炎
ｂ乳腺症
ｃ乳癌

13． 精神・心身医学
的疾患

Ａ．  統合失調・気分
障害

ａ統合失調症
ｂうつ病性障害
ｃ双極性障害
①うつ状態
②躁状態

Ｂ．  不安障害 ａパニック障害
ｂ全般性不安障害
ｃ社会不安障害

Ｃ．  摂食障害 ａ摂食障害
①神経性食欲不振症（拒食症）
②神経性過食症（大食症）

Ｄ． 神経症と心身症 ａ心身症
ｂ神経症

Ｅ． その他 ａ睡眠障害
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
①不眠症
②むずむず脚症候群
ｂせん妄
ｃアルコール依存症
ｄ広汎性発達障害
①自閉症
②アスペルガー症候群
ｅ注意欠陥多動障害（ADHD）  
ｆ心的外傷後ストレス障害（PTSD）

14． 小児疾患 Ａ． 小児疾患 ａ夜驚症
ｂ夜尿症
ｃ小児アレルギー性疾患
①アトピー性皮膚炎
②気管支喘息
③アレルギー性鼻炎、結膜炎
ｄ脳性麻痺
ｅ肘内障
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
１． リハビリテーシ
ョンの概要

Ａ．  リハビリテーシ
ョンの理念

ａリハビリテーションの定義
ｂバリアフリー
ｃ地域共生社会

Ｂ． リハビリテーシ
ョン医学

ａリハビリテーション医学の対象
ｂリハビリテーション医学の目的
ｃ身体障害者の動向

Ｃ． 障害の概念 ａICF
Ｄ． リハビリテーシ
ョンの分野

ａ医学的リハビリテーション
ｂ教育的リハビリテーション
ｃ職業的リハビリテーション
ｄ社会的リハビリテーション

Ｅ． 地域リハビリテ
ーション

ａ地域リハビリテーションの定義
ｂ地域包括ケア
ｃ地域ケアを構成するサービス

２． 医学的リハビリ
テーションの
概要

Ａ． 各時期における
リハビリテー
ション医療

ａ急性期リハビリテーション
ｂ回復期リハビリテーション
ｃ生活期リハビリテーション

Ｂ． リハビリテーシ
ョン医療とチ
ームアプロー
チ

ａチームアプローチの必要性
ｂチームの構成メンバー

Ｃ． リハビリテーシ
ョン医療の進
め方

ａ評価とゴールの設定
ｂリハビリテーション治療と退院準備
ｃ社会復帰

３． 障害の評価 Ａ． 心身機能・身体
構造の評価

ａ関節可動域
ｂ筋力
ｃ運動麻痺と筋緊張
ｄ運動発達
ｅ協調運動
ｆ認知症
ｇ高次脳機能と失語症
ｈ心理機能
ｉ摂食嚥下機能

Ｂ． 活動の評価 ａ日常生活動作（ADL）の評価
ｂ基本的動作と歩行の評価

Ｃ． 参加の評価 ａ家族
ｂ住環境
ｃ地域環境と職場環境

Ｄ． 合併症の評価 ａ廃用症候群
ｂサルコペニア

４． リハビリテーシ
ョン治療

Ａ． 理学療法 ａ理学療法の定義
ｂ運動療法
ｃ物理療法
ｄ治療体操

疾病の成り立ち、予防及び回復の促進
Ⅳ　リハビリテ－ション医学
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
Ｂ． 作業療法 ａ作業療法の定義

ｂ作業療法の種類
ｃ日常生活動作（ADL）訓練

Ｃ． 言語聴覚療法 ａ言語聴覚療法の定義
ｂ失語症と構音障害に対する治療
ｃ摂食嚥下障害に対する治療

Ｄ． 義肢装具・車椅
子・歩行補助具

ａ義肢
ｂ装具
ｃ車椅子
ｄ杖と歩行器
ｅ自助具

Ｅ． リハビリテーシ
ョン看護

ａリハビリテーション看護の意義
ｂリハビリテーション看護の方法
ｃ社会復帰への援助

５． 運動学 Ａ． 総論 ａ関節の構造と運動
ｂ運動神経系
ｃ感覚神経系

Ｂ． 姿勢と運動のコ
ントロール

ａ重心と重心線
ｂ異常姿勢
ｃ脊髄反射
ｄ姿勢反射

Ｃ． 身体各部の機能 ａ脊柱と体幹の機能
ｂ肩甲帯と肩関節の機能
ｃ肘関節と前腕の機能
ｄ手関節と手指の機能
ｅ骨盤と股関節の機能
ｆ膝関節の機能
ｇ足関節と足の機能

Ｄ． 歩行 ａ歩行周期
ｂ歩行分析
ｃ異常歩行

６． 脳卒中のリハビ
リテーション

Ａ． 脳卒中による障
害

ａ脳卒中の分類
ｂ運動障害
ｃ感覚障害
ｄ言語障害
ｅ高次脳機能障害
ｆ摂食嚥下障害
ｇ痙縮

Ｂ． 急性期リハビリ
テーション

ａ理学療法
ｂ作業療法
ｃ言語聴覚療法
ｄリスク管理

Ｃ． 回復期リハビリ
テーション

ａ理学療法
ｂ作業療法
ｃ言語聴覚療法
ｄ在宅復帰に対する準備
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
Ｄ． 生活期リハビリ
テーション

ａ介護保険制度の活用
ｂ在宅でのリハビリテーション
ｃ社会復帰

７． 脊髄損傷のリハ
ビリテーション

Ａ． 脊髄損傷による
障害

ａ受傷原因
ｂ四肢麻痺と対麻痺
ｃ感覚障害
ｄ呼吸機能障害
ｅ排尿・排便障害
ｆ損傷後に生じる合併症
ｇ損傷レベルと運動機能
ｈ損傷レベルと日常生活動作（ADL）

Ｂ． 急性期リハビリ
テーション

ａ関節拘縮予防
ｂ褥瘡予防
ｃ呼吸理学療法
ｄ日常生活動作（ADL）訓練

Ｃ． 回復期リハビリ
テーション

ａ理学療法
ｂ作業療法
ｃ合併症管理
ｄ在宅復帰に対する準備
ｅ社会復帰支援

８． 切断のリハビリ
テーション

Ａ． 切断の評価 ａ切断の原因
ｂ切断の分類と特徴
ｃ切断後の合併症

Ｂ． 義肢作製とリハ
ビリテーショ
ン

ａ切断から義肢装着までの流れ
ｂ義足作製とリハビリテーション
ｃ義手作製とリハビリテーション

９． 小児のリハビリ
テーション

Ａ． 脳性麻痺 ａ定義
ｂ分類と症状
ｃ随伴症状
ｄ二次的障害
ｅリハビリテーションとケア
ｆ整形外科的治療

Ｂ． その他の小児疾
患

ａ進行性筋ジストロフィー
ｂ二分脊椎

10． 呼吸器・循環器
疾患のリハビ
リテーション

Ａ． 慢性閉塞性肺疾
患

ａ症状
ｂ評価
ｃ呼吸理学療法
ｄ呼吸筋のトレーニング
ｅリスク管理

Ｂ． 拘束性肺疾患 ａ神経筋疾患
ｂ高位脊髄損傷
ｃ胸部手術後

Ｃ． 心疾患 ａ評価
ｂリハビリテーションとケア
ｃリスク管理
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
11． 運動器疾患のリ
ハビリテーシ
ョン

Ａ． 肩関節周囲炎 ａ評価
ｂリハビリテーション
ｃ生活指導

Ｂ． 腰痛症 ａ評価
ｂリハビリテーション
ｃ生活指導

Ｃ． 変形性関節症 ａ変形性膝関節症の特徴と評価
ｂ変形性股関節症の特徴と評価
ｃリハビリテーション
ｄ生活指導

Ｄ． 大腿骨頸部骨折 ａ症状
ｂ評価
ｃリハビリテーション
ｄ生活指導

Ｅ． 関節リウマチ ａ症状
ｂ評価
ｃリハビリテーション
ｄ生活指導

12． 神経疾患のリハ
ビリテーショ
ン

Ａ． パーキンソン病 ａ症状
ｂ評価
ｃリハビリテーション
ｄ生活指導

Ｂ． 末梢神経障害 ａ病態と原因
ｂ評価
ｃ各末梢神経麻痺の特徴
ｄリハビリテーション

Ｃ． その他の神経疾
患

ａ脊髄小脳変性症
ｂ筋萎縮性側索硬化症
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
１． 衛生・公衆衛生
学の概念

Ａ． 衛生・公衆衛生
学の基本

ａ衛生学および公衆衛生学の定義
ｂ地域保健
ｃ職域保健
ｄ学校保健

２． 健康の保持増進
と疾病予防

Ａ． 健康の定義 ａWHOの健康の定義
Ｂ． 健康増進 ａ健康管理

ｂ健康診断・健康診査
ｃ検診
ｄ健康教育
ｅヘルスプロモーション
ｆ健康日本 21

Ｃ． 疾病予防 ａリスク要因
ｂ一次予防、二次予防、三次予防
ｃ生活習慣

３． ライフスタイル
と健康

Ａ． 食と健康 ａ健康と食生活
①栄養と栄養素
②食習慣
③食生活指針
ｂ食事摂取基準
ｃ国民栄養の現状
ｄ食中毒

Ｂ． 身体活動と健康 ａ身体活動の意義
ｂ身体活動の増進

Ｃ． その他の生活習
慣と健康

ａ喫煙と健康
ｂ飲酒と健康
ｃ口腔保健と全身の健康

４． 環境と健康 Ａ． 日常生活環境 ａ空気
①性状
②化学 ･生物学的要因
③物理学的要因
④測定方法
⑤健康への影響
ｂ上水道
①水質基準
②浄水法と消毒
ｃ下水道
①汚水処理法
②水質汚濁
ｄ衣服と住居
①住居と健康
②衣服と健康
ｅ廃棄物処理
①一般廃棄物
②産業廃棄物
③医療廃棄物（感染性廃棄物）

疾病の成り立ち、予防及び回復の促進
Ⅴ　衛生学・公衆衛生学

国家試験出題基準　2020年版　　45

疾
病
の
成
り
立
ち
、
予
防
及
び
回
復
の
促
進

衛

生

学
・

公
衆
衛
生
学

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師



大　項　目 中　項　目 小　項　目
Ｂ． 物理的環境 ａ温熱

ｂ騒音
ｃ振動
ｄ放射線

Ｃ． 化学的環境 ａ有害性評価
ｂ曝露評価
ｃ侵入経路
ｄ量－反応関係
ｅ毒性試験
ｆ化学発がん物質

Ｄ． 生物的環境 ａ病原動物
ｂ病原植物
ｃ病原微生物

Ｅ． 環境と適応 ａ環境と適応
①主体環境系
②生態系
③生物濃縮
ｂ地球規模の環境問題
①地球温暖化
②砂漠化
③オゾン層の破壊
④酸性雨
ｃ公害（主なエピソードと原因）
ｄ環境評価
ｅ環境基準
ｆ環境保全対策

５． 産業保健 Ａ． 産業保健 ａ産業衛生管理
①作業環境管理
②作業管理
③健康管理
ｂ労働災害
ｃ健康診断
ｄ作業関連疾患（職業病）
ｅ職場のメンタルヘルス

６． 精神保健 Ａ． 精神保健 ａ精神の健康障害対策と健康増進
①適応障害
②ストレス
③アルコール
④薬物依存
⑤非行と犯罪
ｂ精神障害
①精神保健福祉活動
②社会復帰
③偏見

７． 母子保健 Ａ． 母子保健 ａリプロダクティブヘルス
ｂ母子保健水準の指標
ｃ少子化
ｄ児童虐待
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｅ先天異常
ｆ健やか親子 21

８． 学校保健 Ａ． 学校保健 ａ学齢期の健康状態
ｂ保健教育
ｃ保健管理
ｄ学校において予防すべき感染症

９． 成人・高齢者保
健

Ａ． 成人・高齢者の
保健

ａ加齢と老化
ｂ生活習慣
ｃ生活の質（QOL）
ｄ日常生活動作（ADL）
ｅ認知症
ｆ在宅ケア

Ｂ． 生活習慣病対策 ａ生活習慣病の現状と動向
ｂメタボリックシンドローム
ｃ行政の対策

10． 感染症 Ａ． 感染症と発生要
因

ａ感染源・感染経路・感受性体
ｂ免疫
ｃ易感染性宿主
ｄ無症候性キャリア
ｅ日和見感染  
ｆ医療関連感染（院内感染）
ｇ新興・再興感染症

Ｂ． 感染症の予防と
対策

ａ感染源対策・感染経路対策・感受性体対
策
ｂ感染症の予防及び感染症の患者に対す
る医療に関する法律（感染症法）
①感染症の類型
②感染症発生動向調査
ｃ予防接種法
ｄ検疫法

11． 消毒法 Ａ． 消毒法一般 ａ消毒と滅菌の意義
ｂ消毒実施上の注意
ｃ医療廃棄物（感染性廃棄物）

Ｂ． 消毒の種類と方
法

ａ物理的方法
①物理的方法の種類
②実施法と注意
ｂ化学的方法
①消毒薬の種類
②消毒薬の作用
③消毒薬の使用方法

Ｃ． 消毒の応用 ａ消毒の意義と対象
ｂ消毒物件と消毒法の選択
①施術者
②施術部位
③施術器具
④施術室
ｃ医療関連感染（院内感染）の予防
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
① 標準予防策（スタンダードプリコーシ
ョン）
②感染経路別予防策

12． 疫　学 Ａ． 疫学の意義と方
法

ａ流行
ｂリスク
①有病割合（有病率）
②罹患率
ｃ疫学研究法
①観察研究
②介入研究

13． 保健統計 Ａ． 保健統計一般 ａ保健統計の種類と意義
Ｂ． 主な保健統計 ａ人口

①人口静態統計
②人口動態統計
ｂ生命表
①平均寿命
②平均余命
ｃ健康づくり
①国民健康 ･栄養調査
②国民生活基礎調査
ｄ疾患の統計
①有病率
②罹患率
③致命率
④受療率
⑤有訴者率

14． 国際保健 Ａ． 国際保健活動 ａWHOの役割
ｂ保健医療分野の国際協力
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
１． あん摩マツサー
ジ指圧師、はり
師、きゆう師等
に関する法律
（あはき法）に
おける免許

Ａ． あん摩マッサー
ジ指圧師、はり
師、きゅう師免
許の資格要件

ａ免許
ｂ業
ｃ積極的要件、消極的要件

Ｂ． あん摩マッサー
ジ指圧師、はり
師、きゅう師免
許に関する事
務など

ａ免許の申請
ｂ免許証と変更
ｃ施術者の把握
ｄ免許の効力

Ｃ． あん摩マッサー
ジ指圧師、はり
師、きゅう師の
身分の消滅と
復活

ａ免許取消し
ｂ再免許

２． あん摩マツサー
ジ指圧師、はり
師、きゆう師等
に関する法律
（あはき法）に
おける業務

Ａ． あん摩マッサー
ジ指圧師、はり
師、きゅう師の
業務の独占と
業務の範囲

ａ業務独占
ｂ業務範囲

Ｂ． あん摩マッサー
ジ指圧師、はり
師、きゅう師の
施術に関する
注意

ａ業務上の禁忌

Ｃ． あん摩マッサー
ジ指圧師、はり
師、きゅう師の
施術所などに
関する規制

ａ施術所の意義
ｂ施術所の届け出
ｃ施術所の備えるべき要件
ｄ施術所に対する都道府県知事の監督
ｅ業務開始の届け出など
ｆ施術所の名称の制限
ｇ広告の制限
ｈ秘密保持義務（守秘義務）
ｉ法人の代表者等  に関する罰則

Ｄ． あん摩マッサー
ジ指圧、はり、
きゅう業務の
停止

３． 罰則 Ａ． あん摩マッサー
ジ指圧師、はり
師、きゅう師に
関する罰則

ａ施術者等に関する罰則

保健医療福祉とあん摩マッサージ指圧、はり及びきゅうの理念
Ⅰ　関　係　法　規
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
Ｂ． あん摩マッサー
ジ指圧師、はり
師、きゅう師の
施術所に関す
る罰則

ａ施術所に関する罰則
ｂ両罰規定

４． 関係法規 Ａ． 医療関係法規 ａ医療法
ｂ医師法
ｃ感染症の予防及び感染症の患者に対す
る医療に関する法律
ｄ健康増進法
ｅ地域保健法
ｆ精神保健及び精神障害者福祉に関する
法律
ｇ高齢者の医療の確保に関する法律
ｈ医薬品、医療機器等の品質、有効性及び
安全性の確保等に関する法律（医薬品、
医療機器等法）（旧薬事法）
ｉ麻薬及び向精神薬取締法
ｊ予防接種法

Ｂ． 社会福祉（保険）
関係の法律

ａ老人福祉法
ｂ児童福祉法
ｃ障害者の日常及び社会生活を総合的に
支援するための法律（障害者総合支援
法）
ｄ身体障害者福祉法
ｅ知的障害者福祉法
ｆ介護保険法
ｇ生活保護法
ｈ個人情報の保護に関する法律（個人情報
保護法）
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
１． 現代の医療と社
会

Ａ． 医療と社会 ａ疾病構造
ｂ医療法と医療制度
ｃリハビリテーション

Ｂ． 医療従事者 ａ医療従事者の現状
ｂチーム医療と専門職連携

Ｃ． 医療・福祉施設 ａ病院
ｂ診療所
ｃ介護老人保健施設
ｄ介護老人福祉施設
ｅ保健 ･医療 ･福祉施設の連携

Ｄ． 医療経済 ａ国民医療費
ｂ医療負担と給付

２． 社会保障制度 Ａ． 医療保険のしく
み

ａ医療保険の種類と対象
ｂ療養費制度

Ｂ． 公費負担医療 ａ公費医療費の種類と対象
Ｃ． 介護サービス行
政

ａ介護サービスの概要
ｂ介護保険制度

３． 医療倫理 Ａ． 医療の倫理 ａ医療の倫理の意義
ｂバイオエシックス
ｃ医学研究に関する倫理指針
ｄ医学研究に関する利益相反

Ｂ． 医療倫理教育
（医療者と患
者および社会
の倫理）

ａ患者の権利
ｂ生命の質（QOL）
ｃノーマライゼーション
ｄターミナルケア
ｅ脳死
ｆ臓器移植  
ｇ尊厳死と安楽死
ｈ生命倫理に関する諸宣言

Ｃ． 施術者としての
倫理

ａ職業倫理とは
ｂ守秘義務
ｃ個人情報保護制度
ｄインフォームド・コンセントとインフォ
ームド・アセント
ｅ患者の自己決定権
ｆパターナリズム（父権主義）
ｇコンプライアンスとアドヒアランス

保健医療福祉とあん摩マッサージ指圧、はり及びきゅうの理念
Ⅱ　医　療　概　論
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
１． 東洋医学の基礎 Ａ． 東洋医学の意義 ａ天人合一思想

ｂ心身一如
ｃ治未病
ｄ養生の概要

Ｂ． 陰陽論、五行論 ａ陰陽の分類配当
ｂ五行
ｃ相生と相剋（相克）
ｄ五行の色体表

２． 気血水（津液）
の概要

Ａ． 気 ａ生成、生理作用、病理変化（気虚、気滞）
Ｂ． 血 ａ生成、生理作用、病理変化（血虚、血瘀）
Ｃ． 水（津液） ａ生成、生理作用、病理変化（津液不足、

水液停滞）
３． 蔵象論 Ａ． 肝の生理 ａ疏泄を主る

ｂ血を蔵す
ｃ怒・涙・筋・爪を主る
ｄ目に開竅する
ｅ第 9胸椎に付着する

Ｂ． 心の生理 ａ血脈を主る
ｂ神を蔵す
ｃ喜・汗を主る
ｄ舌に開竅する
ｅ第 5胸椎に付着する

Ｃ． 脾の生理 ａ運化を主る
ｂ昇清を主る
ｃ統血を主る
ｄ思・涎・肌肉・四肢を主る
ｅ口に開竅する
ｆ第 11 胸椎に付着する

Ｄ． 肺の生理 ａ気を主り、呼吸を調節する
ｂ宣発（宣散）・粛降を主る
ｃ水道を通調する
ｄ治節を主る
ｅ憂・涕・皮毛を主る
ｆ鼻に開竅する
ｇ第 3胸椎に付着する

Ｅ． 腎の生理 ａ精を蔵し、発育・生殖を主る
ｂ水を主る
ｃ納気を主る
ｄ恐・唾・髪・骨を主る
ｅ髄を生じ、脳を充す
ｆ腰は腎の府である
ｇ耳・二陰に開竅する
ｈ第 2腰椎に付着する

Ｆ． 胆の生理 ａ胆汁の貯蔵・排泄を主る

基礎あん摩マッサージ指圧学
Ⅰ　東洋医学概論・経絡経穴概論
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｂ決断を主る
ｃ奇恒の腑の一つである
ｄ第 10 胸椎に付着する

Ｇ． 小腸の生理 ａ清濁の分別を主る
ｂ第 1仙椎に付着する

Ｈ． 胃の生理 ａ水穀の受納・腐熟を主る
ｂ第 12 胸椎に付着する

Ｉ． 大腸の生理 ａ糟粕の伝化を主る
ｂ第 4腰椎に付着する

Ｊ． 膀胱の生理 ａ貯尿・排尿を主る
ｂ第 2仙椎に付着する

Ｋ． 三焦の生理 ａ諸気を主宰し、全身の気機を主る
ｂ「名のみありて、形なし」とされている

４． 病因論 Ａ． 三因論 ａ外因：六淫（風・熱・湿・燥・寒・暑）、
疫癘
ｂ内因：七情（怒・喜・思・憂・恐・悲・
驚）
ｃ不内外因：飲食の不摂生・労倦・安逸・
房事の不摂生・外傷

Ｂ． 三毒説 ａ血毒・水毒・食毒
５． 病証論 Ａ． 八綱病証 ａ八綱病証の概要

Ｂ． 気血水（津液）
病証

ａ気血水（津液）病証の概要

Ｃ． 臓腑病証 ａ臓腑病証の概要
Ｄ． 経脈病証 ａ経脈病証の概要

６． 東洋医学的診察
法と証の立て
方

Ａ． 望診 ａ五色
ｂ身体各部の望診（体型、顔面）
ｃ舌診（舌質、舌苔）

Ｂ． 聞診 ａ五声
ｂ五音
ｃ五香

Ｃ． 問診 ａ寒熱
ｂ汗
ｃ痛み
ｄ耳目
ｅ睡眠
ｆ飲食と味覚
ｇ二便

Ｄ． 切診 ａ脈診
ｂ腹診
ｃ切経

Ｅ． 八綱による四診
情報の分析と
病証判断の進
め方

ａ四診情報と八綱
ｂ内傷病と外感病の鑑別

Ｆ． 証の立て方 ａ気血水（津液）病証
ｂ臓腑病証
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
７． 治療法 Ａ． 東洋医学の治療

法
ａ按摩・鍼・灸・湯液（和漢薬）の概要

８． 経絡の概要 Ａ． 正経十二経脈 ａ正経十二経脈の名称
ｂ正経十二経脈の接続
ｃ正経十二経脈の分布概要
ｄ正経十二経脈の走行方向
ｅ流注の概要

Ｂ． 奇経八脈 ａ奇経八脈の名称
９． 経穴の意義と概
要

Ａ． 経穴の概要 ａ 穴
ｂ経穴

Ｂ． 取穴法 ａ骨度法
ｂ同身寸法

Ｃ． 要穴 ａ原穴
ｂ 穴
ｃ絡穴
ｄ募穴
ｅ兪穴（背部兪穴）

10． 所属経穴を持つ
経脈

Ａ． 督脈 ａ主要な所属経穴名と部位
（腰陽関・命門・至陽・神道・身柱・大
椎・百会・上星）

Ｂ． 任脈 ａ主要な所属経穴名と部位
（中極・関元・石門・気海・神闕・中脘・
巨闕・ 中）

Ｃ． 手の太陰肺経 ａ主要な所属経穴名と部位
（中府・尺沢・孔最・列欠・太淵）

Ｄ． 手の陽明大腸経 ａ主要な所属経穴名と部位
（合谷・偏歴・温溜・手三里・曲池・臂
臑・肩 ・巨骨・扶突・迎香）

Ｅ． 足の陽明胃経 ａ主要な所属経穴名と部位
（四白・地倉・大迎・頬車・下関・頭維・
人迎・欠盆・乳根・不容・梁門・天枢・
大巨・伏兎・梁丘・犢鼻・足三里・豊隆・
衝陽・内庭）

Ｆ． 足の太陰脾経 ａ主要な所属経穴名と部位
（太白・公孫・三陰交・地機・陰陵泉・血
海・腹結・大横）

Ｇ． 手の少陰心経 ａ主要な所属経穴名と部位
（少海・通里・陰 ・神門）

Ｈ． 手の太陽小腸経 ａ主要な所属経穴名と部位
（少沢・腕骨・養老・支正・小海・肩貞・
臑兪・天宗・秉風・肩外兪・肩中兪・顴
・聴宮）
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
Ｉ． 足の太陽膀胱経 ａ主要な所属経穴名と部位

（晴明・攅竹・天柱・風門・肺兪・厥陰
兪・心兪・膈兪・肝兪・胆兪・脾兪・胃
兪・三焦兪・腎兪・大腸兪・小腸兪・膀
胱兪・次 ・中 ・承扶・殷門・委中・
膏肓・志室・胞肓・秩辺・承筋・承山・
飛揚・金門・京骨・至陰）

Ｊ． 足の少陰腎経 ａ主要な所属経穴名と部位
（湧泉・太渓・大鍾・水泉・照海・築賓・
陰谷・肓兪・兪府）

Ｋ． 手の厥陰心包経 ａ主要な所属経穴名と部位
（曲沢・ 門・内関・大陵・労宮）

Ｌ． 手の少陽三焦経 ａ主要な所属経穴名と部位
（陽池・外関・会宗・三陽絡・消 ・臑
会・肩 ・天 ・翳風）

Ｍ． 足の少陽胆経 ａ主要な所属経穴名と部位
（瞳子 ・聴会・懸釐・完骨・陽白・風
池・肩井・日月・京門・帯脈・環跳・風
市・膝陽関・陽陵泉・外丘・光明・丘墟）

Ｎ． 足の厥陰肝経 ａ主要な所属経穴名と部位
（行間・太衝・中封・蠡溝・中都・膝関・
曲泉・章門・期門）

11． 経絡・経穴の現
代医学的研究

Ａ． 経絡の研究 ａ循経感伝現象
ｂ皮膚電気抵抗低下現象

Ｂ． 経穴の研究 ａ良導点
ｂ皮電点
ｃ圧痛・硬結
ｄ皮膚温の変化

Ｃ． 反応点、反応帯 ａ圧診点
ｂ撮診点
ｃトリガーポイント
ｄヘッド帯・マッケンジー帯
ｅ平田十二反応帯
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
１． あん摩 Ａ． 基本手技 ａ種類

ｂ方法
ｃ生理的作用

Ｂ． 古法按摩 ａ概要
ｂ手技

２． マッサージ Ａ． 基本手技 ａ種類
ｂ方法
ｃ生理的作用

Ｂ． 運動法の概要 ａ種類
ｂ方法
ｃ生理的作用

Ｃ． 結合織マッサー
ジ

ａ概要（治療目標、創始者）
ｂ基本手技（擦過軽擦法、カギ型軽擦法）

Ｄ． リンパドレナー
ジ

ａ概要

３． 指　圧 Ａ． 基本手技 ａ押圧操作
ｂ押圧の三原則
ｃ圧法の種類
ｄ運動操作

４． その他関連する
治療法

Ａ． その他の手技療
法

ａカイロプラクティック（原理、創始者）
ｂオステオパシー（原理、創始者）
ｃスポンディロセラピー（原理、創始者）
ｄ関節モビリゼーション（原理）
ｅ足の反射療法（原理）

５． あん摩・マッサ
ージ・指圧の臨
床応用

Ａ． 刺激量 ａ刺激量を決定する因子
Ｂ． 感受性 ａ個体の感受性を決定する要因
Ｃ． あん摩･マッサ
ージ・指圧の適
応と禁忌

ａ適応症
ｂ絶対禁忌症、相対禁忌症

６． リスク管理 Ａ． リスク管理の概
要と方法

ａ施術上の一般的注意
ｂ有害事象
ｃ医療過誤とその予防
ｄ感染防止対策

７． あん摩・マッサ
ージ・指圧治効
の基礎

Ａ． 刺激の受容と伝
導

ａ皮膚感覚の受容と伝導
ｂ深部感覚の受容と伝導

Ｂ． 反射 ａ体性－運動反射
ｂ自律神経反射
ｃ治療効果としての反射

Ｃ． 施術の作用と生
体反応

ａ手技療法の治療的作用
①調整作用（興奮作用、鎮静作用）
②誘導作用
③循環改善作用
④鎮痛作用
⑤反射作用

基礎あん摩マッサージ指圧学
Ⅱ　あん摩マッサージ指圧理論
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
⑥転調作用
⑦矯正作用

Ｄ． 身体組織、器官
への影響

ａ皮膚
ｂ骨格系
ｃ内臓系
ｄ循環系
ｅ神経系

８． 関連学説 Ａ． ホメオスタシス ａ概要（恒常性、緊急反応、提唱者）
ｂあん摩・マッサージ・指圧との関連

Ｂ． ストレス学説 ａ概要（ストレッサー、内分泌系との関連、
提唱者）
ｂあん摩・マッサージ・指圧との関連

Ｃ． 圧自律神経反射 ａ概要（圧刺激と反応、提唱者）
ｂあん摩・マッサージ・指圧との関連

Ｄ． ゲートコントロ
ール説

ａ概要（触刺激と侵害抑制調節、提唱者）
ｂあん摩・マッサージ・指圧との関連
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
１．  診断の意義と治
療計画

Ａ． 臨床診断の意義
と過程

ａ現代医学的診断のプロセス
ｂ東洋医学的診断のプロセス

Ｂ． 治療計画 ａ推定・鑑別と適否および禁忌の判断
ｂリスクマネージメント
ｃ治療効果の判定
ｄ生活指導

２． 診察法と記録法 Ａ． 診察法 ａ東洋医学的診察法（四診法の名称と概
要）
ｂ現代医学的診察法（基礎的手技の名称と
概要）

Ｂ． 記録法 ａSOAP形式
３． 治療の基礎 Ａ． 治療効果の根拠

（治療の意義）
ａ自然治癒力の賦活
ｂ生体機能の調節

Ｂ． 治療原則 ａ東洋医学理論に基づく治療原則
ｂ現代医学理論に基づく治療原則

Ｃ． 治療に併用する
理学療法

ａ運動療法
ｂ物理療法（電気、光線、温熱、水治、機
械）

４． 症候に対するあ
ん摩マッサー
ジ指圧診療

Ａ． 遭遇する頻度が
高い症候

各症候は、以下の項目を含む。
① 定義
② 病態生理
③ 推定鑑別と主要な原因疾患
④ 適否の判断
⑤ 主要な病証
⑥ あん摩マッサージ指圧治療（現代医学
的、東洋医学的）

【全身症状】
ａ疲労と倦怠感
ｂ冷え
【感覚器の症候】
ａ眼精疲労
【消化器の症候】
ａ便秘
【心理・精神機能の症候】
ａ睡眠障害
【神経・運動器の症候】
ａ頭痛
ｂ運動麻痺
ｃ肩こり
ｄ頸肩腕痛
ｅ肩関節痛
ｆ上肢痛（手の痛み含む）
ｇ腰下肢痛
ｈ腰痛
ｉ下肢痛

臨床あん摩マッサージ指圧学
Ⅰ　東洋医学臨床論
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｊ膝痛

Ｂ． 遭遇することが
ある症候

各症候は、以下の項目を含む。
① 定義
② 病態生理
③ 推定鑑別と主要な原因疾患
④ 適否の判断
⑤ 主要な病証
⑥ あん摩マッサージ指圧治療（現代医学
的、東洋医学的）

【全身の症候】
ａ肥満
ｂやせ（るい瘦）
ｃのぼせ
ｄ浮腫（むくみ）
【皮膚・外表の症候】
ａ肌荒れ
ｂ脱毛
【感覚器の症候】
ａ耳鳴り
【消化器の症候】
ａ食欲不振
【生殖器の症候】
ａ不妊
ｂつわり
ｃED（勃起障害）
【神経・運動器の症候】
ａ顔面痛
ｂ歩行異常
【心理・精神機能の症候】
ａ気分障害（うつ状態）
【その他の症候】
ａ歯痛
ｂ乳汁分泌不全

Ｃ． 知っておく症候 各症候は、以下の項目を含む。
① 定義
② 病態生理
③ 主要な原因疾患

【全身の症候】
ａ口渇
ｂめまい
【皮膚・外表の症候】
ａ発疹
【感覚器の症候】
ａ難聴
【呼吸・循環の症候】
ａ咳と痰
ｂ動悸・息切れ
ｃ呼吸困難
ｄ胸痛
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
【消化器の症候】
ａ悪心・嘔吐
ｂ下痢
ｃ腹痛
ｄ下血
【血液、造血器の症候】
ａ貧血
【腎、泌尿器の症候】
ａ尿量異常（無尿、乏尿、多尿）
ｂ排尿障害（頻尿、排尿痛）
【生殖器の症候】
ａ月経異常
【その他の症候】
ａ鼻閉・鼻汁

５． 疾患に対するあ
ん摩マッサー
ジ指圧診療

Ａ． 遭遇する頻度が
高い疾患

各疾患は、以下の項目を含む。
① 定義
② 病態生理
③ 適否の判断
④ 主要な病証
⑤ あん摩マッサージ指圧治療（現代医学
的、東洋医学的）

【神経・筋疾患】
ａ緊張型頭痛
ｂ脳血管障害後遺症（片麻痺）
【自己免疫疾患】
ａ関節リウマチ（RA）
【循環器疾患】
ａ本態性高血圧症
ｂ本態性低血圧症
【消化器疾患】
ａ機能性ディスペプシア
ｂ過敏性腸症候群  （IBS）
ｃ弛緩性便秘
ｄ痙攣性便秘
ｅ直腸性便秘（排便困難症）
【代謝・内分泌疾患】
ａ骨粗鬆症
【運動器疾患】
ａ頸椎症　
ｂ頸椎捻挫　
ｃ頸椎椎間板ヘルニア
ｄ胸郭出口症候群（TOS）
ｅ頸肩腕症候群
ｆ肩関節周囲炎　
ｇ筋筋膜性腰痛
ｈ椎間関節性腰痛
ｉ変形性腰椎症
ｊ腰椎椎間板ヘルニア
ｋ腰部脊柱管狭窄症
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｌ梨状筋症候群
ｍ変形性膝関節症
ｎエントラップメント症候群（絞扼神経障
害）

【（産）婦人科疾患】
ａ更年期障害
【眼疾患】
ａVDT症候群

Ｂ． 遭遇することが
ある疾患

各疾患は、以下の項目を含む。
① 定義
② 病態生理
③ 適否の判断
④ 主要な病証
⑤ あん摩マッサージ指圧治療（現代医学
的、東洋医学的）

【神経・筋疾患】
ａパーキンソン病
ｂパーキンソニズム
ｃ顔面神経麻痺
ｄ橈骨神経麻痺
ｅ正中神経麻痺
ｆ尺骨神経麻痺
ｇ総腓骨神経麻痺
ｈ脛骨神経麻痺
ｉ片頭痛
ｊ後頭神経痛
ｋ三叉神経痛
ｌ特発性肋間神経痛
ｍ帯状疱疹神経痛（帯状疱疹後神経痛含
む）

【呼吸器疾患】
ａ気管支喘息
【循環器疾患】
ａ狭心症
ｂ閉塞性動脈硬化症（ASO）
【消化器疾患】
ａ胃炎　
ｂ胃下垂
ｃ胃食道逆流症（逆流性食道炎）
ｄ痔疾
【代謝・内分泌疾患】
ａ 2型糖尿病
ｂメタボリックシンドローム
ｃ肥満症
ｄ脂質異常症
【運動器疾患】
ａ腱鞘炎
ｂ手根管症候群
ｃ脊椎（分離）すべり症
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｄ変形性股関節症
【（産）婦人科疾患】
ａ月経前症候群
ｂ月経困難症
ｃ不妊症
【小児疾患】
ａ夜驚症（小児神経症）
ｂ小児喘息
ｃ小児の夜尿症
【皮膚疾患】
ａアトピー性皮膚炎
ｂ円形脱毛症
ｃ男性型脱毛症（AGA）
【耳鼻咽喉科疾患】
ａアレルギー性鼻炎
【口腔・歯の疾患】
ａ顎関節症
【眼疾患】
ａ近視（仮性近視含む）
【精神疾患】
ａうつ病
ｂ認知症

Ｃ． 知っておく疾患 各疾患は、以下の項目を含む。
① 定義
② 病態生理
③ 適否の判断

【神経・筋疾患】
ａ群発頭痛
【呼吸器疾患】
ａ気管支拡張症
ｂ慢性閉塞性肺疾患（COPD）
【循環器疾患】
ａバージャー病
【腎・泌尿器疾患】
ａ過活動性膀胱
ｂ成人夜尿症
【自己免疫疾患】
ａ全身性硬化症（強皮症）
ｂ線維筋痛症
【運動器疾患】
ａ発育性股関節形成不全（先天性股関節脱
臼）

【皮膚疾患】
ａ接触性皮膚炎
ｂ蕁麻疹
【耳鼻咽喉科疾患】
ａメニエール病
【口腔・歯の疾患】
ａう歯
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
【その他】
ａ貧血（鉄欠乏性貧血）

６． 高齢者に対する
あん摩マッサ
ージ指圧治療

Ａ． 高齢者の特徴 ａ身体的特徴
ｂ心理的特徴
ｃ高齢者の健康状態

Ｂ． 高齢者疾患に対
するあん摩マ
ッサージ指圧
治療

ａ高齢者疾患の特徴
ｂ診察上の注意点
ｃ臨床上の問題点
① 認知症
② 尿失禁
③ 褥瘡
④ 転倒予防
⑤ 失神予防
⑥ 歩行障害
ｄ高齢者の身体的、精神的な評価と指標
ｅ基本的な介護
ｆ基本的なリハビリテーション
ｇあん摩マッサージ指圧治療の注意点と
特徴

７． スポーツ領域に
おけるあん摩
マッサージ指
圧治療

Ａ． スポーツ傷害の
一般

ａスポーツ傷害の定義と分類
ｂスポーツ傷害に対する応急手当（RICE）
ｃ女子アスリートの身体的特徴
ｄあん摩マッサージ指圧治療との関連

Ｂ． スポーツ傷害に
対する治療方
針

ａ筋疲労に対する処置及び対応
ｂ筋肉痛（遅発性筋痛含む）に対する処置
及び対応
ｃ筋緊張の緩解
ｄ筋柔軟性の獲得
ｅ筋力の増強
ｆ心身の調整
ｇスポーツ前後の処置
ｈあん摩マッサージ指圧治療の適応と不
適応、禁忌

Ｃ． 主なスポーツ傷
害に対するあ
ん摩マッサー
ジ指圧治療

a～ l 疾患は、以下の項目を含む。
① 定義
② 病態生理
③ 適否の判断
④ あん摩マッサージ指圧治療（予防およ
び応急処置も含めて）

ａ野球肩
ｂ野球肘
ｃテニス肘
ｄ運動性腰痛
ｅジャンパー膝
ｆオスグッド病
ｇ腸脛靱帯炎
ｈ鵞足炎
ｉシンスプリント
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大　項　目 中　項　目 小　項　目
ｊコンパートメント症候群
ｋアキレス腱炎
ｌ足底筋膜炎

m～ｓの疾患は、以下の項目を含む。
① 定義
② 病態生理
③ 応急処置と適切な対応
ｍ打撲
ｎ捻挫
ｏ肉離れ
ｐ膝半月板損傷
ｑ膝靱帯損傷（前十字、後十字、側副）
ｒ脱臼への対応
ｓ骨折への対応

８． 産業衛生におけ
るあん摩マッ
サージ指圧治
療

Ａ． 事業所内施術者
の業務と役割

ａ物理的環境要因と身体的疲労の一般的
な対策
ｂ職場における身体的疲労の一般的な予
防策

Ｂ． 主な職業起因性
症状のあん摩
マッサージ指
圧治療

大項目4の症候に対するあん摩マッサージ
指圧診療の項に準ずる。
ａ頭痛
ｂ肩こり
ｃ頸肩腕の痛み
ｄ不眠
ｅうつ状態・焦燥感
ｆ目の疲れ
ｇ消化器症状（食欲不振、便通異常、悪心
など）
ｈ腰痛
ｉ膝痛
ｊ足の痛み、疲れ、むくみ
ｋ冷え

９． 健康とあん摩マ
ッサージ指圧
治療

Ａ． 健康維持・増進 ａ疲労回復
ｂ睡眠不足
ｃリラクゼーション

Ｂ． 生活習慣病の予
防のための生
活指導

ａ食事
ｂ運動
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亜鉛欠乏症（臨医各） ………………37
アキレス腱炎（東洋医学臨床論） …66
悪液質（癌性） ………………………21
悪性腫瘍………………………………24
悪性貧血（臨医各） …………………36
悪性リンパ腫（臨医各） ……………36
足関節と足の機能……………………42
足三里…………………………………56
アジソン病（臨医各） ………………37
汗………………………………………54
足の痛み（東洋医学臨床論） ………66
足の関節の運動……………………… 7
足の機能………………………………42
足の筋………………………………… 7
足の厥陰肝経…………………………57
足の少陰腎経…………………………57
足の少陽胆経…………………………57
足の太陰脾経…………………………56
足の太陽膀胱経………………………57
足の疲れ（東洋医学臨床論） ………66
足の反射療法…………………………58
足の骨………………………………… 5
足のむくみ（東洋医学臨床論） ……66
足の陽明胃経…………………………56
アスベスト肺（臨医各） ……………33
アスペルガー症候群（臨医各） ……40
アセトン体（臨医総） ………………28
圧刺激と反応…………………………58
圧自律神経反射における圧刺激と反
応…………………………………59

圧自律神経反射の概要（あマ指理論）
……………………………………59

圧自律神経反射の学説………………59
圧自律神経反射の提唱者（あマ指理
論） ………………………………59

圧診点…………………………………57
圧痛（経絡経穴概論） ………………57
圧痛・硬結……………………………57
圧迫性萎縮……………………………21
圧法の種類……………………………58
アデノウイルス感染症（臨医各） …31
アドヒアランス………………………51
アトピー性皮膚炎（臨医各）
………………………… 37, 39, 40

アトピー性皮膚炎（東洋医学臨床論）
……………………………………64

アナフィラキシーショック（臨医各）
……………………………………37

アニサキス症（臨医各） ……………31
あはき法における免許………………49
アフタ性口内炎（臨医各） …………35
アポトーシス…………………………21
アミラーゼ（臨医総） ………………28
アルコール依存症（臨医各） ………40

アルコール性肝障害（臨医各） ……35
アルツハイマー病（臨医各） ………32
α運動ニューロン……………………17
アルブミン（臨医総） ………………28
アレルギー……………………………18
アレルギー（病理） …………………20
アレルギー性疾患（臨医各） ………37
アレルギー疾患の概略………………37
アレルギー性結膜炎（臨医各） ……37
アレルギー性鼻炎（臨医各）
………………………… 37, 39, 40

アレルギー性鼻炎（東洋医学臨床論）
……………………………………64

アレルギー反応………………………23
アレルギー反応の定義………………23
安逸……………………………………55
按摩……………………………………56
按摩の概要……………………………56
あん摩の種類…………………………58
あん摩の生理的作用…………………58
あん摩の絶対禁忌症…………………58
あん摩の相対禁忌症…………………58
あん摩の適応症………………………58
あん摩の方法…………………………58
あん摩マッサージ指圧、はり、きゅ
う業務の停止……………………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師等に関する法律におけ
る業務……………………………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師等に関する法律におけ
る免許……………………………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師に関する罰則…………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師の業務上の禁忌………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師の業務独占……………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師の業務範囲……………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師の施術所などに関する
規制………………………………50

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師の施術所に関する罰則
……………………………………50

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師の施術に関する注意
……………………………………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師の身分の消滅…………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師の身分の復活…………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師免許証の変更…………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、

きゅう師免許に関する事務……49
あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師免許の効力……………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師免許の再免許…………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師免許の資格要件………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師免許の消極的要件……49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師免許の申請……………49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師免許の積極的要件……49

あん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師免許の取消し…………49

あん摩マッサージ指圧治療の注意点
（東洋医学臨床論）………………65

安楽死…………………………………51

イ

胃アニサキス症（臨医各） …………35
胃炎（臨医各） ………………………35
胃炎（東洋医学臨床論） ……………63
異化……………………………………14
医学研究に関する利益相反…………51
医学研究に関する倫理指針…………51
医学的リハビリテーション…………41
胃下垂（東洋医学臨床論） …………63
胃癌（臨医各） ………………………35
易感染性………………………………25
易感染性宿主…………………………47
胃間膜………………………………… 9
息切れ（東洋医学臨床論） …………31
異型増殖の定義………………………21
医原性免疫不全症（臨医各） ………38
医原病…………………………………20
意識……………………………………17
胃疾患（臨医各） ……………………35
医師法…………………………………50
異種移植………………………………24
胃・十二指腸潰瘍（臨医各） ………35
萎縮の定義……………………………21
異常姿勢………………………………42
異常歩行………………………………42
胃食道逆流症…………………………34
胃食道逆流症（東洋医学臨床論） …63
移植の種類……………………………24
移植の定義……………………………24
移植免疫………………………………24
胃切除後症候群（臨医各） …………35
痛み……………………………………55
痛みによる反応………………………18
痛みの分類……………………………18
痛みの抑制系…………………………18
位置…………………………………… 9

いくつかの用語については、用語の後ろに（　）をつけ、その用語がどのよ
うな分野に属しているかわかりやすくなるよう配慮した。
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Ⅰ型アレルギー………………………23
1 型糖尿病（臨医各） ………………36
一次救命処置（臨医総） ……………30
一次性ネフローゼ症候群（臨医各）
……………………………………36

一次予防………………………………45
委中……………………………………57
一過性脳虚血発作（臨医各） ………32
一般廃棄物の処理……………………45
遺伝子………………………………… 4
遺伝性疾患……………………………20
胃内の消化……………………………15
胃内の調節……………………………15
胃の血管……………………………… 9
胃の構造と区分……………………… 9
胃の生理………………………………55
胃の粘膜……………………………… 9
衣服……………………………………45
衣服と健康……………………………45
異物処理………………………………21
異物処理と分画………………………21
胃ポリープ（臨医各） ………………35
医薬品、医療機器等の品質、有効性
及び安全性の確保等に関する法
律（医薬品、医療機器等法）（旧
薬事法） …………………………50

胃兪……………………………………57
医療過誤（あマ指理論） ……………58
医療過誤の予防（あマ指理論） ……58
医療関係法規…………………………50
医療関連感染…………………………47
医療関連感染の予防…………………47
医療経済………………………………51
医療施設………………………………51
医療者の倫理…………………………51
医療従事者……………………………51
医療従事者の現状……………………51
医療制度………………………………51
医療の倫理……………………………51
医療の倫理の意義……………………51
医療廃棄物……………………………45
医療負担と給付………………………51
医療法…………………………………50
医療保険の種類………………………51
医療保険の対象………………………51
医療面接（臨医総） …………………26
医療面接の意義（臨医総） …………26
医療面接の方法（臨医総） …………25
医療倫理教育…………………………51
イレウス（臨医各） …………………35
陰核……………………………………11
陰茎……………………………………10
陰 ……………………………………56
陰谷……………………………………57
飲酒と健康……………………………45
飲食……………………………………55
飲食と味覚……………………………55
飲食の不摂……………………………55
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呼吸困難（臨医総） …………………25
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骨盤の静脈…………………………… 8
骨盤の動脈…………………………… 8
古法按摩の概要………………………58
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サ

サーモグラフィ検査（臨医総） ……29
細菌感染症（臨医各） ………………31
細菌性食中毒（臨医各） ……………31
細菌性髄膜炎（臨医各） ……………32
細菌性赤痢（臨医各） ………………31
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再免許…………………………………49
サイロキシン…………………………11
作業環境管理…………………………46
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鎖骨…………………………………… 5
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産業保健………………………………46
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指圧の適応症…………………………58
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子宮広間膜……………………………10

邦
文
索
引

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
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糸球体疾患（臨医各） ………………36
糸球体ろ過……………………………15
子宮内膜症（臨医各） ………………36
子宮の位置……………………………10
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支持組織……………………………… 4
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脂質……………………………………15
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視床……………………………………11
視床下部………………………………11
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視床と意識……………………………17
視床と運動……………………………17
視床と感覚……………………………17
自助具…………………………………42
視診（臨医総） ………………………26
四診情報と八綱………………………55
視診の意義（臨医総） ………………26
視診の方法（臨医総） ………………26
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論） ………………………………60

姿勢……………………………………42
支正……………………………………56
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姿勢と脊髄反射………………………42
姿勢の観察（臨医総） ………………26

姿勢のコントロール…………………42
姿勢反射………………………………42
姿勢反射中枢…………………………17
脂腺……………………………………13
自然治癒力の賦活（東洋医学臨床論）
……………………………………60

自然免疫………………………… 18, 23
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七情（怒・喜・思・憂・恐・悲・驚）
……………………………………55

市中肺炎（臨医各） …………………33
湿………………………………………55
歯痛（東洋医学臨床論） ……………61
膝蓋骨………………………………… 5
膝関……………………………………57
疾患の統計……………………………48
日月……………………………………57
失語・失認・失行（臨医総） ………25
失語症と構音障害に対する治療……42
失語症に対する言語聴覚療法………42
失語症の評価…………………………41
失神（臨医総） ………………………26
失神予防（東洋医学臨床論） ………65
湿性壊疽………………………………21
疾病構造………………………………51
疾病の経過……………………………20
疾病（疾患）の定義…………………20
疾病の転帰……………………………20
疾病（疾患）の分類…………………20
疾病の予後……………………………20
疾病予防………………………………45
児童虐待………………………………46
児童福祉法……………………………50
シナプス……………………………… 4
シナプス伝達…………………………16
シナプスの構造………………………16
シナプスの働き………………………16
死の定義………………………………21
シーハン症候群（臨医各） …………37
四白……………………………………56
紫斑病（臨医各） ……………………36
耳鼻咽喉疾患（臨医各） ……………39
自閉症（臨医各） ……………………40
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耳目……………………………………55
シモンズ病（臨医各） ………………37
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社会不安障害（臨医各） ……………39
社会福祉（保険）関係の法律………50
社会復帰への援助……………………42
社会保障制度…………………………51
斜角筋………………………………… 7
尺沢……………………………………56
斜頸（臨医各） ………………………38
視野欠損（臨医総） …………………25
尺骨神経絞扼障害（臨医各） ………32
尺骨神経麻痺（東洋医学臨床論） …63
ジャンパー膝（東洋医学臨床論） …65
縦隔…………………………………… 8

自由下肢の骨………………………… 5
住環境…………………………………41
住環境の評価…………………………41
住居……………………………………45
住居と健康……………………………45
充血の原因……………………………22
充血の徴候……………………………22
充血の定義……………………………22
集合リンパ小節……………………… 9
重症筋無力症（臨医各） ……………32
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十二指腸……………………………… 9
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絨毛…………………………………… 4
臑会……………………………………57
手技療法の治療的作用………………58
穴……………………………………56

取穴法…………………………………56
手根管症候群（臨医各） ……………32
手根管症候群（東洋医学臨床論） …63
手根骨同士の関節…………………… 5
手根骨と中手骨との関節…………… 5
受精…………………………………… 4
主体環境系……………………………46
出血傾向（臨医総） …………………25
出血性素因（臨医各） ………………36
出血性素質（素因） …………………22
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出血性素質（素因）と血管側………22
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出血の原因……………………………22
出血の定義……………………………22
出血の転帰……………………………22
出産……………………………………16
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手内筋………………………………… 6
守秘義務………………………… 49, 51
腫瘍ウイルス…………………………24
腫瘍血管………………………………24
腫瘍細胞の形態的特徴………………24
受容体…………………………………16
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……………………………………24
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腫瘍の形態学的特徴…………………24
腫瘍の浸潤性発育（進行度） ………24
腫瘍の進展……………………………24
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受療率…………………………………48
循環改善作用（あマ指理論） ………58
循環器疾患（臨医各） ………………33
循環器疾患のリハビリテーション
……………………………………43
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消化……………………………………15
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消化管の働き…………………………15
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消化器系の構造………………………15
消化器系の働き………………………15
消化器疾患（臨医各） ………………35
消化器症状（東洋医学臨床論） ……66
消化器の症候（臨医総） ……………25
上顎骨………………………………… 6
松果体の位置…………………………11
消化に関する中枢……………………16
上気道炎（臨医各） …………………33
消極的要件……………………………49
承筋……………………………………57
症候……………………………………25
症候性てんかん（臨医各） …………33
上行性伝導路…………………………11
症候性肥満（臨医各） ………………37
上行大動脈とその枝………………… 8
猩紅熱（臨医各） ……………………31
小細胞癌（臨医各） …………………33
少子化…………………………………46
小指球筋……………………………… 7
硝子体…………………………………12
上肢帯の筋…………………………… 6
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臨床論） …………………………60
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上肢の運動…………………………… 7
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上肢の静脈…………………………… 8
上肢の動脈…………………………… 8
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浄水法…………………………………45
上星……………………………………56
昇清を主る……………………………54
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焦燥感（東洋医学臨床論） …………66
消退期…………………………………20
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少沢……………………………………56
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小腸内の吸収及び調節………………15
小腸内の消化…………………………15
小腸の機能…………………………… 9
小腸の生理……………………………55
小腸の組織構造……………………… 9
小腸兪…………………………………57
焦点発作（臨医各） …………………33
情動行動の中枢………………………17
消毒……………………………………45
消毒実施上の注意……………………47
消毒の意義……………………………47
消毒の応用……………………………47
消毒の化学的方法……………………47
消毒の種類……………………………47
消毒の対象……………………………47
消毒の物理的方法……………………47
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……………………………………47
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消毒の方法……………………………47
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消毒薬の作用…………………………47
消毒薬の種類…………………………47
消毒薬の使用方法……………………47
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小児疾患（臨医各） …………………40
小児疾患の特徴………………………21
小児神経症（東洋医学臨床論） ……64
小児喘息（東洋医学臨床論） ………64
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小児夜尿症（東洋医学臨床論） ……64
小脳……………………………………11
小脳と運動調節………………………17
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